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は
じ
め
に 

  

本
稿
は
『
北
の
丸
』
五
二
号
（
令
和
二
年
）
掲
載
の
「
中
世
文
学
資
料
解
題
①
」
に

続
く
も
の
で
あ
る
。
当
館
所
蔵
の
資
料
の
う
ち
、
鎌
倉
時
代
～
室
町
時
代
に
か
け
て
成

立
し
た
文
学
作
品
（
中
世
文
学
）
お
よ
び
後
世
に
成
立
し
た
そ
の
注
釈
書
類
の
書
誌
解

題
で
あ
る
。
広
く
一
般
の
利
用
に
供
す
る
た
め
、
作
品
解
説
を
加
え
て
掲
載
す
る
。 

今
回
は
『
改
訂 

内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
の
「
国
文
」
の
項
目
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
資
料
か
ら
、
該
当
の
資
料
を
抽
出
し
て
調
査
し
た
。
旧
蔵
者
は
紅
葉
山
文
庫
・
昌

平
坂
学
問
所
・
和
学
講
談
所
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
が
、
近
世
初
期
に
出
版
さ
れ
た
注
釈
書

も
多
く
含
み
、
中
世
文
学
の
享
受
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

な
お
、
挿
絵
を
伴
う
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
北
の
丸
』
四
五
号
（
平
成
二
五

年
）
～
五
〇
号
（
平
成
三
〇
年
）
に
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
～
⑥
」
と

し
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

  

【
四
四
】
平
家
物
語 

慶
長
年
間
刊 

一
二
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

[

特
一
二
四
‐
〇
〇
〇
四] 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
慶
長
古
活
字
版
で
あ
る
。
中
院
通
勝
の
手
に

よ
る
校
合
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
中
院
本
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
袋
綴
。
一
二

巻
一
二
冊
。 

川
瀬
一
馬
氏
の
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』（
昭
和
四
二
年
）
に
言
及
が
あ
る
。
実
際
、

本
資
料
の
第
一
冊
目
の
遊
紙
に
は
川
瀬
氏
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
字
で
「
平
家
物
語
」
と

鉛
筆
書
き
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
そ
の
遊
紙
の
袋
の
中
に
附
箋
（
一
三
・
〇
糎
×
九
・
五

糎
）
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
附
箋
に
は
万
年
筆
で
以
下
の
通
り
。 

「
中
院
本
（
古
活
版
）
平
家
物
語
／
東
京
ニ
テ
一
見
セ
ル
モ
ノ
本
書
ト
ト
モ
ニ
三

本
也
／
一
．
帝
国
図
書
館
本
／
一
．
史
料
本
／
昭
和
五
夏
／
川
瀬
一
馬
記
／
ナ
ホ

本
書
ヲ
臨
写
セ
シ
モ
ノ
ト
覚
ユ
ル
本
玉
井
幸
助
／
氏
ノ
書
架
ニ
ア
リ
。
／
（
以
上
）

／
（
印
）」 

 

本
文
は
八
坂
系
一
類
本
に
分
類
さ
れ
る
。三
条
西
家
本
と
下
村
本
と
近
似
し
て
お
り
、

三
条
西
家
本
の
本
文
を
下
村
本
で
校
合
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
（
山
下
宏
明
編

『
平
家
物
語
八
坂
系
諸
本
の
総
合
的
研
究
』（
平
成
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
総
合

研
究
（A）
〕
研
究
成
果
報
告
書
、
平
成
八
年
）。 

 
本
資
料
は
水
浅
葱
色
の
表
紙
に
、
雲
母
刷
で
千
鳥
や
梅
枝
な
ど
光
悦
風
の
装
飾
が
施

さ
れ
て
い
る
が
、
文
様
は
冊
次
毎
に
異
な
っ
て
い
る
上
、
汚
損
の
た
め
雲
母
が
剥
げ
て

い
る
も
の
も
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
様
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

①
汚
損
の
た
め
不
明
、
②
汚
損
の
た
め
不
明
、
③
汚
損
の
た
め
不
明
、
④
汚
損
の

た
め
不
明
、
⑤
波
、
裏
表
紙
は
舞
鶴
、
⑥
梅
枝
、
⑦
老
松
、
裏
表
紙
は
舞
鶴
、
⑧

一
一
三

中
世
文
学
資
料
解
題
②
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北
の
丸
』
第
53
号　
　



梅
枝
、
⑨
汚
損
の
た
め
不
明
、
⑩
舞
鶴
、
裏
表
紙
は
老
松
、
⑪
槍
梅
、
⑫
汚
損
の

た
め
不
明 

 

こ
れ
ら
は
原
装
と
考
え
ら
れ
る
。
光
悦
風
の
表
紙
の
た
め
か
、
第
一
二
冊
目
の
本
文

末
尾
に
は
朱
書
で
「
光
悦
本
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
世
に
書
き
加
え
ら
れ

た
も
の
だ
ろ
う
。 

 

各
冊
と
も
表
紙
の
右
肩
に
「
昌
平
坂
学
問
所
」
墨
印
が
見
え
る
。
第
一
丁
目
に
は
「
大

学
蔵
書
」「
内
閣
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」
と
捺
さ
れ
、
本
文
末
尾
に
は

「
昌
平
坂
学
問
所
」（
墨
印
）「
内
閣
文
庫
」「
文
政
乙
酉
」
の
印
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

本
資
料
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
昌
平
坂
学
問
所
に
収
め
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
平
家
物
語 

第
一
（
～
十
二
）」
左
肩
打
付
墨
書 

 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

表
紙
・
水
浅
葱
色
地
雲
母
刷
表
紙
（
二
六
・
八
糎
×
一
九
・
八
糎
） 

遊
紙
・
①
「
平
家
物
語
」
と
鉛
筆
書
、
袋
の
中
に
川
瀬
一
馬
筆
の
附
箋
（
一
三
・

〇
糎
×
九
・
五
糎
）
貼
付 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
六
一
丁
、
②
八
二
丁
、
③
一
二
〇
丁
、
④
九
一
丁
、
⑤
七
八
丁
、

⑥
六
一
丁
、
⑦
八
一
丁
、
⑧
六
二
丁
、
⑨
一
一
六
丁
、
⑩
八
五
丁
、
⑪
九
六
丁
、

⑫
九
〇
丁 

印
記
・
表
紙
「
昌
平
坂
学
問
所
」（
墨
印
）、
第
一
丁
目
「
大
学
蔵
書
」「
内
閣
文
庫
」

「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」、
本
文
末
尾
「
昌
平
坂
学
問
所
」（
墨
印
）「
内

閣
文
庫
」「
浅
草
文
庫
」「
文
政
乙
酉
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

⑫
九
〇
オ
の
刊
記
は
以
下
の
通
り
。 

「
右
此
平
家
物
語
は
中
院
前
中
納
言
以
／
諸
家
正
本
校
合
之
給
者
也
」 

 

刊
記
の
「
中
院
前
中
納
言
」
は
中
院
通
勝
の
こ
と
で
、「
校
合
」
と
は
三
条
西
家

本
と
下
村
本
を
用
い
た
作
業
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
通
勝
す
な
わ

ち
刊
行
者
と
は
言
い
難
い
が
、
古
活
字
版
で
あ
る
点
、
ま
た
原
装
の
表
紙
か
ら
見

て
通
勝
周
辺
の
関
係
者
の
み
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
。 

 

東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
写
本
に
「
慶
長
十
年
」
の
奥
書
が
あ
る
点
か
ら
、

本
資
料
は
慶
長
一
〇
年
以
前
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
（
山
下
宏
明
編

『
平
家
物
語
八
坂
系
諸
本
の
総
合
的
研
究
』（
平
成
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

〔
総
合
研
究
（A）
〕
研
究
成
果
報
告
書
、
平
成
八
年
）。 

 
 

 

【
四
五
】
平
家
物
語 

刊
年
不
明 

一
二
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

[

請
求
番
号
特
一
二
三
‐
〇
〇
〇
一] 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
版
本
で
、
寛
永
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
古
活
字

版
。
前
掲
資
料
と
同
様
「
中
院
本
」
と
称
さ
れ
、
同
じ
本
文
を
持
つ
が
、
刊
行
時
期
が

異
な
る
た
め
版
面
な
ど
に
違
い
が
あ
る
。
袋
綴
。
一
二
冊
。 

 
中
院
本
は
、
慶
長
版
（
毎
半
葉
一
〇
行
・
一
八
字
）、
慶
長
元
和
版
（
毎
半
葉
一
一
行
・

二
〇
字
）、
元
和
寛
永
版
（
毎
半
葉
一
二
行
・
二
一
字
）、
寛
永
版
（
毎
半
葉
一
二
行
・

二
八
字
）、
刊
年
不
明
版
（
毎
半
葉
一
一
行
・
二
七
字
）
の
五
種
類
の
版
が
知
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
刊
記
の
有
無
や
修
正
に
伴
う
植
字
の
違
い
な
ど
か
ら
、
下
位
区
分
さ
れ
る
。 

 

本
資
料
は
毎
半
葉
一
一
行
・
二
〇
字
の
慶
長
元
和
版
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

一
一
四

中
世
文
学
資
料
解
題
②

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



 
表
紙
は
無
地
の
香
色
で
、
左
肩
に
浅
葱
色
料
紙
に
四
周
双
辺
の
枠
を
刷
っ
た
題
簽
が

貼
ら
れ
て
い
る
が
、
外
題
は
す
べ
て
墨
書
で
、
表
紙
も
題
簽
も
後
補
と
思
わ
れ
る
（
第

三
冊
目
の
み
題
簽
欠
）。 

本
資
料
は
す
べ
て
の
冊
の
第
一
丁
目
オ
モ
テ
に
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和

学
講
談
所
」「
浅
草
文
庫
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
和
学
講
談
所
の
旧
蔵
だ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。 

①
一
オ
に
円
型
の
染
み
あ
り
。
水
損
か
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
～
⑫
「
平
家
物
語 
一
（
～
十
二
）」
左
肩
浅
葱
色
地
四
周
双
辺
刷
題
簽

に
墨
書
（
③
の
み
欠
） 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

表
紙
・
香
色
表
紙
（
二
六
・
〇
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
二
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
七
四
丁
、
②
六
二
丁
、
③
九
八
丁
、
④
六
八
丁
、
⑤
六
二
丁
、
⑥

四
八
丁
、
⑦
六
六
丁
、
⑧
五
一
丁
、
⑨
九
二
丁
、
⑩
六
七
丁
、
⑪
八
〇
丁
、
⑫
七

一
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」「
浅
草
文
庫
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
は
刊
記
を
持
た
ず
刊
年
・
刊
行
者
と
も
に
不
明
。 

 
 

 

【
四
六
】
平
家
物
語 

写
年
不
明 

四
八
冊 

朽
木
綱
泰
旧
蔵 

[

請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
四
九] 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
写
本
で
、「
延
慶
本
」
系
統
の
本
文
を
持
つ
も

の
。
特
に
本
資
料
は
「
朽
木
本
」
の
通
称
で
知
ら
れ
る
。
六
巻
四
八
冊
。 

 

「
延
慶
本
」
は
延
慶
年
間
の
本
奥
書
を
持
つ
写
本
で
、
応
永
二
六
年
～
二
七
年
（
一

四
一
九
～
二
〇
）
に
書
写
さ
れ
て
現
在
は
大
東
急
記
念
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
（
重
要
文
化
財
）。
本
資
料
は
こ
の
応
永
書
写
本
か
ら
の
転
写
本
で
、
虫
損
の

跡
な
ど
も
そ
の
ま
ま
再
現
し
て
い
る
。
現
在
「
延
慶
本
」
系
統
の
本
文
を
持
つ
写
本
は

い
ず
れ
も
こ
の
応
永
書
写
本
の
転
写
あ
る
い
は
そ
の
さ
ら
に
転
写
本
に
相
当
す
る
。 

 

延
慶
本
は
語
り
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る
本
文
の
ひ
と
つ
で
、
特
に
鎌
倉
時
代
の
古
態

を
残
し
て
い
る
と
さ
れ
、
研
究
上
、
重
要
視
さ
れ
て
き
た
伝
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
様
々

な
資
料
や
説
話
を
含
み
、
記
事
量
も
豊
富
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
延
慶
本
の
性
格
を

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
研
究
者
の
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
（
水
原
一
『
延
慶
本
平
家
物
語
論
考
』
加
藤
中
道
館
、
一
九
七
九
年
・
櫻
井
陽

子
「
延
慶
本
平
家
物
語
（
応
永
書
写
本
）
本
文
再
考
」『
国
文
』
九
五
号
、
二
〇
〇
一
年

ほ
か
）。
冒
頭
に
桓
武
平
氏
・
坂
東
平
氏
・
清
和
源
氏
の
系
図
を
置
き
、
各
巻
毎
に
目
録

を
置
く
。 

 

本
資
料
は
金
茶
色
地
に
唐
草
文
様
を
型
押
し
た
表
紙
を
持
つ
。
題
簽
は
同
色
の
も
の

に
墨
書
。 

第
一
冊
目
の
見
返
し
に
は
「
角
倉
本
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、「
角
倉
本
」
は
「
延

慶
本
」
の
別
名
で
あ
る
。 

ま
た
①
～
③
一
オ
に
は
「
朽
木
文
庫
」
の
印
が
あ
る
。
こ
れ
は
蔵
書
家
と
し
て
知
ら

れ
た
幕
臣
の
朽
木
綱
泰
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
本
資
料
の
通
称
「
朽
木
本
」
は
こ
の
印
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。 

一
一
五

中
世
文
学
資
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な
お
各
冊
の
冒
頭
に
は
「
秘
閣
図
書
之
章
」「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」
の
印

が
あ
り
、
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
と
し
て
扱
わ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
「
平
家
物
語 

壱
」
左
肩
打
付
墨
書
、
②
～(48)

「
平
家
物
語 

弐
（
～

四
十
八
）」
左
肩
金
茶
色
題
簽
（
一
八
・
二
糎
×
二
・
二
糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
平
家
物
語
」 

表
紙
・
金
茶
色
唐
草
文
様
型
押
表
紙
（
二
六
・
〇
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

見
返
し
・
①
右
肩
に
「
角
倉
本
」
と
墨
書
、
左
下
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
蔵
書

票
貼
付 

遊
紙
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
二
六
丁
、
②
二
五
丁
、
③
二
二
丁
、
④
三
六
丁
、
⑤
三
〇
丁
、
⑥

三
〇
丁
、
⑦
二
八
丁
、
⑧
二
八
丁
、
⑨
二
五
丁
、
⑩
二
六
丁
、
⑪
二
六
丁
、
⑫
二

八
丁
、
⑬
三
一
丁
、
⑭
二
九
丁
、
⑮
二
四
丁
、
⑯
二
九
丁
、
⑰
二
九
丁
、
⑱
二
五

丁
、
⑲
二
二
丁
、
⑳
二
七
丁
、
㉑
二
一
丁
、
㉒
二
二
丁
、
㉓
二
四
丁
、
㉔
二
七
丁
、

㉕
四
二
丁
、
㉖
二
一
丁
、
㉗
二
〇
丁
、
㉘
一
九
丁
、
㉙
一
四
丁
、
㉚
二
一
丁
、
㉛

二
三
丁
、
㉜
二
四
丁
、
㉝
二
四
丁
、
㉞
二
〇
丁
、
㉟
二
三
丁
、
㊱
二
八
丁
、
㊲
二

四
丁
、
㊳
二
〇
丁
、
㊴
二
六
丁
、
㊵
二
〇
丁
、
㊶
一
八
丁
、
㊷
二
四
丁
、
㊸
二
〇

丁
、
㊹
二
二
丁
、
㊺
二
一
丁
、
㊻
二
〇
丁
、
㊼
二
一
丁
、
㊽
三
二
丁 

印
記
・
①
～
③
一
オ
「
朽
木
文
庫
」、
各
冊
一
オ
「
秘
閣
図
書
之
章
」「
日
本
政
府

図
書
」「
内
閣
文
庫
」、
各
冊
本
文
末
尾
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
、
⑰
二
九
ウ
、
㉒
二
二
オ
、
㉚
二
一
オ
、
㊹
二
二
ウ
に
そ
れ
ぞ
れ

応
永
写
本
の
奥
書
が
あ
り
、
㉕
四
二
ウ
、
㊲
二
四
ウ
、
㊹
二
二
ウ
に
延
慶
二
年
～

三
年
の
元
奥
書
が
あ
る
。 

 
 

 

【
四
七
】
平
家
物
語
補
闕
劔
巻 

写
年
不
明 

二
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

[

請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
五] 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
に
関
連
す
る
写
本
の
ひ
と
つ
で
、
目
録
題
は
「
平

家
物
語
補
闕
劔
巻
」
と
あ
る
が
、
実
際
は
「
平
家
物
語
補
闕
鏡
巻
」
と
の
二
巻
二
冊
組

み
で
あ
る
。
袋
綴
。 

 

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
本
文
を
持
ち
、
第
一
冊
目
の
「
平
家
物
語
補
闕
劔
巻
」
は
主

に
宝
剣
の
来
歴
が
語
ら
れ
る
。『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
の
「
剣
巻
」
が
主
に
源
氏

重
代
の
「
髭
切
」「
膝
丸
」
の
物
語
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
資
料
は
素
戔
嗚
尊
の
八
岐
大

蛇
退
治
か
ら
壇
ノ
浦
の
戦
い
ま
で
を
語
る
。ま
た
第
二
冊
目
の「
平
家
物
語
補
闕
鏡
巻
」

も
八
咫
鏡
の
来
歴
が
中
心
と
な
る
。
元
奥
書
に
は
本
書
は
「
旧
本
平
家
物
語
」
に
「
闕

如
」
し
た
鏡
と
剣
の
「
本
縁
」
を
補
う
た
め
に
様
々
な
資
料
を
探
し
集
め
て
編
ま
れ
た

も
の
だ
と
あ
る
。
本
文
は
お
よ
そ
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』『
先
代
旧
事
本
紀
』
な
ど

の
引
用
が
多
く
、
鏡
と
剣
を
め
ぐ
る
説
話
を
当
時
の
伝
存
資
料
か
ら
集
成
す
る
目
的
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
黒
田
彰
「
平
家
物
語
補
闕
鏡
巻
、
剣
巻
を
め
ぐ
っ
て
―
―
軍
記

物
語
と
日
本
紀
」『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
』
六
四
‐
三
号
、
一
九
九
九
年
）。 

 
表
紙
は
香
色
の
布
目
紙
。
第
一
冊
目
は
左
肩
に
無
地
の
題
簽
で
「
平
家
物
語
劔
巻
補

闕
」
と
墨
書
し
て
あ
る
が
、
第
二
冊
目
は
題
簽
が
脱
落
し
た
跡
が
見
ら
れ
、
左
肩
に
朱

で
「
平
家
物
語
鏡
巻
補
闕
」
と
打
付
書
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
本
資
料
は
「
劔
巻
」
の
ほ
う
に
奥
書
が
あ
る
た
め
、「
鏡
巻
」
が
第
一
冊
目
で
あ

一
一
六

中
世
文
学
資
料
解
題
②

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



る
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
。 

黒
田
彰
氏
「
内
閣
文
庫
蔵 

平
家
物
語
補
闕
鏡
巻
、
剣
巻
」（
愛
知
県
立
大
学
『
説
林
』

四
七
号
、
一
九
九
九
年
）
に
解
説
・
影
印
・
翻
刻
が
載
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
諸
本
と
し

て
、
本
資
料
の
ほ
か
、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
・
国
会
図
書
館
蔵
本
・
尊
経
閣
文
庫
蔵

本
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
近
世
期
の
書
写
で
あ
る
。 

な
お
本
資
料
は
二
冊
と
も
に
一
オ
に
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談

所
」「
浅
草
文
庫
」
の
印
が
捺
さ
れ
、
本
文
の
末
尾
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
印
が
捺
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
和
学
講
談
所
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
「
平
家
物
語
劔
巻
補
闕
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
に
墨
書
（
一
七
・
五
糎

×
三
・
五
糎
）、
②
「
平
家
物
語
鏡
巻
補
闕
」
左
肩
打
付
朱
書 

内
題
・
①
「
平
家
物
語
補
闕
劔
巻
」、
②
「
平
家
物
語
補
闕
鏡
巻
」 

表
紙
・
香
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
八
・
〇
糎
×
一
九
・
五
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
一
三
丁
、
②
一
〇
丁 

印
記
・
①
②
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」「
浅
草
文
庫
」、

本
文
末
尾
「
日
本
政
府
図
書
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
第
一
冊
目
の
末
尾
に
元
奥
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
本
書
は
そ

も
そ
も
至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）
に
『
平
家
物
語
』
に
欠
け
て
い
る
鏡
と
剣
の
「
本

縁
」
を
補
う
た
め
に
様
々
な
資
料
を
探
し
集
め
て
編
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ

の
至
徳
元
年
の
元
奥
書
の
ほ
か
、
文
正
二
（
一
四
六
八
）
年
、
寛
永
三
（
一
六
二

六
）
年
、
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
の
計
四
種
類
の
元
奥
書
が
見
ら
れ
る
。
至
徳

元
年
の
奥
書
が
作
者
に
よ
る
も
の
で
、
以
降
は
書
写
の
た
び
に
追
加
さ
れ
た
も
の
。

作
者
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
寛
永
三
年
の
奥
書
は
こ
れ
を
「
葉
室
家

ノ
庶
流
者
」
と
推
定
す
る
。
な
お
一
番
新
し
い
年
記
は
「
宝
永
丙
戌
歳
孟
春
人
日 

今
出
河
若
卯
暇
（
花
押
）」
だ
が
、
こ
れ
も
書
写
者
の
手
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
に

く
く
、
し
た
が
っ
て
本
資
料
は
宝
永
二
年
以
降
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
。 

   

【
四
八
】
平
家
物
語
抄 

刊
年
不
明 

一
一
冊 

大
澤
基
季
旧
蔵 

[

請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
五
九] 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
注
釈
書
で
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
。

刊
行
時
は
一
二
巻
二
四
冊
だ
っ
た
が
、
本
資
料
の
場
合
、
巻
三
を
欠
き
、
一
巻
毎
に
合

冊
し
て
全
一
一
冊
。
袋
綴
。 

 

刊
本
は
当
館
の
ほ
か
、
東
京
国
立
博
物
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
伝
存
資
料
は

少
な
く
な
い
。
写
本
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
に
一
二
巻
六
冊
の
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

注
釈
は
『
漢
書
』『
史
記
』
な
ど
漢
籍
か
ら
の
引
用
が
多
い
が
、
同
時
に
『
梁
塵
秘
抄
』

な
ど
当
時
あ
ま
り
流
布
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
和
書
か
ら
も
引
用
さ
れ
て
い

る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
長
文
の
批
評
が
多
く
『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』
と
の
関
連

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
後
藤
丹
治
「
平
家
物
語
の
註
釈
及
び
研
究
」『
国
語
と
国
文
学
』

三
‐
三
〇
号
、
一
九
二
六
年
・
小
松
茂
人
『
中
世
軍
記
の
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
六
二

年
・
市
古
貞
次
編
『
諸
説
一
覧
平
家
物
語
』
明
治
書
院
、
一
九
七
〇
年
） 

一
一
七

中
世
文
学
資
料
解
題
②

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



 
本
資
料
は
状
態
が
悪
く
、
⑨
⑩
⑪
の
裏
表
紙
は
近
年
の
補
修
に
よ
る
も
の
。
①
一
オ

～
四
六
ウ
、
⑨
四
七
オ
～
九
〇
ウ
ま
で
は
近
世
期
の
補
写
で
あ
る
。
四
周
双
辺
の
枠
を

持
つ
題
簽
も
後
補
（
①
②
③
④
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
）
と
思
わ
れ
、
元
題
簽
は
⑤
⑦
の
唐
草
文

様
を
雲
母
刷
し
た
も
の
（
⑤
⑦
）
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

四
周
単
辺
の
匡
郭
の
上
部
、
高
さ
八
・
〇
糎
の
部
分
が
頭
書
で
、
本
文
部
分
の
高
さ

は
一
六
・
〇
糎
。
補
写
の
部
分
に
匡
郭
は
な
い
が
、
字
高
は
版
本
に
合
わ
せ
て
あ
る
。 

 

蔵
書
印
は
各
冊
の
第
一
丁
目
に
「
書
籍
館
印
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」「
日
本

政
府
図
書
」「
大
澤
侍
従
兼
下
野
守
蔵
書
」
と
あ
る
。
幕
臣
で
従
五
位
下
侍
従
下
野
守
に

上
っ
た
大
澤
基
季
が
旧
蔵
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
こ
の
印
は
二
重
に
捺
さ

れ
て
い
る
と
見
え
、
か
な
り
不
鮮
明
で
あ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
②
③
④
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
「
平
家
物
語
抄 

一
（
～
十
二
）（
※
三
欠
）」
左

肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
六
・
五
糎
×
三
・
〇
）
に
墨
書
、
⑤
「
平
家
物
語
抄 

六

之
上
下
」
左
肩
唐
草
文
様
雲
母
引
料
紙
題
簽
（
一
八
・
八
糎
×
四
・
三
）
に
墨
書
、

⑦
「
平
家
物
語
抄 

八
」
左
肩
唐
草
文
様
雲
母
引
料
紙
題
簽
（
一
八
・
八
糎
×
四
・

三
（
※
一
部
剥
落
）
に
墨
書
（
※
「
八
」
は
後
補
） 

内
題
・「
平
家
物
語
抄
」 

表
紙
・
青
鈍
色
表
紙
（
二
六
・
〇
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

字
面
高
さ
・
一
六
・
〇
糎
（
本
文
）、
八
・
〇
糎
（
頭
書
） 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
四
・
〇
糎
×
一
六
・
〇
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
八
六
丁
（
※
一
～
四
六
補
写
）、
②
九
一
丁
、
③
六
七
丁
、
④
八
一

丁
、
⑤
七
一
丁
、
⑥
八
八
丁
、
⑦
六
八
丁
、
⑧
一
〇
三
丁
、
⑨
九
〇
丁
（
※
四
七

～
九
〇
補
写
）、
⑩
九
四
丁
、
⑪
九
五
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」「
浅
草
文
庫
」

「
日
本
政
府
図
書
」「
大
澤
侍
従
兼
下
野
守
蔵
書
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
（
写
年
・
書
写
者
）】 

 

本
資
料
に
は
刊
記
が
な
い
た
め
、
刊
年
・
刊
行
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
ま
た

補
写
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
補
写
部
分
に
「
大

澤
侍
従
兼
下
野
守
蔵
書
」
の
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
澤
基
季
が
侍
従
兼
下
野
守

と
な
っ
た
宝
永
五
年
よ
り
は
遡
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 

 

【
四
九
】
平
家
物
語
考
證 

写
年
不
明 

一
二
冊 

大
学
校
・
大
学
旧
蔵 

[

請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
三] 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
注
釈
書
で
、
江
戸
時
代
前
期
に
成
立
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
。
袋
綴
。
一
二
巻
一
二
冊
。 

 

漢
文
の
注
記
は
野
宮
定
基
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
文
の
注
記
は

野
宮
定
俊
が
後
か
ら
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
野
宮
定
基
（
初
名
を
中
院
親
茂
）
は
中
院

通
茂
の
次
男
で
権
中
納
言
正
三
位
ま
で
上
り
、
和
歌
や
有
職
故
実
に
関
す
る
著
作
を
多

く
残
し
て
い
る
。
野
宮
定
俊
は
正
親
町
公
通
の
次
男
で
、
定
基
の
養
子
と
な
っ
た
人
物

で
あ
る
（
大
川
茂
雄
・
南
茂
樹
編
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
大
日
本
図
書
、
明
治
三
七
年
・

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
和
学
者
総
覧
』
汲
古
書
院
、
平
成
二
年
）。
定
基
は

正
徳
元
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、本
書
の
成
立
は
正
徳
元
年
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

序
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
『
平
家
物
語
』
の
史
実
性
を
考
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
実
際
『
吉
記
』『
玉
葉
』
な
ど
中
世
の
史
料
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
な
お
本

書
は
『
平
家
物
語
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
葉
室
時
長
説
を
挙
げ
て
検
証
し
て
い
る
。 

一
一
八

中
世
文
学
資
料
解
題
②

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



 
本
資
料
の
場
合
、『
平
家
物
語
』
本
文
の
字
高
は
二
〇
・
五
糎
程
度
だ
が
、
定
基
注
は

一
八
・
五
糎
、
定
俊
補
注
は
一
七
・
五
糎
で
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

表
紙
は
縹
色
横
刷
毛
目
。
左
肩
に
無
地
の
題
簽
で
外
題
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。 

 

蔵
書
印
は
「
大
学
蔵
書
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」
が
各
冊
一
オ
に
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
大
学
校
・
大
学
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
前
の
旧
蔵

者
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
平
家
物
語
考
證 
一
（
～
十
二
）」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
七
・
〇
糎

×
三
・
七
糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
平
家
物
語
考
證
」 

表
紙
・
縹
色
横
刷
毛
目
表
紙
（
二
七
・
八
糎
×
二
〇
・
五
糎
） 

料
紙
・
斐
楮
混
ぜ
漉
き 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
〇
・
五
糎
（
本
文
）、
一
八
・
五
糎
（
注
）、
一
七
・
五
糎
（
補
注
） 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
九
〇
丁
、
②
六
二
丁
、
③
五
九
丁
、
④
五
六
丁
、
⑤
六
七
丁
、
⑥

四
二
丁
、
⑦
二
五
丁
、
⑧
八
一
丁
、
⑨
三
〇
丁
、
⑩
三
六
丁
、
⑪
三
八
丁
、
⑫
四

〇
丁 

印
記
・「
大
学
蔵
書
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
持
た
ず
、
写
年
・
書
写
者
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。 

 
 

 

【
五
〇
】
平
家
物
語
考
證 

写
年
不
明 

五
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

[

請
求
番
号
二
〇
三
‐
〇
一
六
六] 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
同
様
、
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
注
釈
書
『
平
家
物
語
考
證
』

の
写
本
で
あ
る
。
袋
綴
。
十
二
巻
五
冊
。 

 

本
資
料
は
前
掲
資
料
と
異
な
り
、
野
宮
定
俊
の
補
注
を
欠
き
、
漢
文
の
野
宮
定
基
の

注
の
み
を
収
め
る
。
ま
た
全
五
冊
に
十
二
巻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

各
冊
と
も
表
紙
と
本
文
末
尾
に
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
本
文
末
尾
に
は
「
昌
平
坂
学
問
所
」
印
と
共
に
「
元
治
甲
子
」
の
朱
印
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
昌
平
坂
学
問
所
に
新
収
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
平
家
物
語
考
證 

一
（
～
〔
五
〕）」
左
肩
打
付
墨
書 

内
題
・「
平
家
物
語
考
證
」 

表
紙
・
浅
葱
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
七
・
二
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎
（
本
文
）、
二
〇
・
〇
糎
（
注
） 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
六
八
丁
、
②
七
六
丁
、
③
六
一
丁
、
④
七
九
丁
、
⑤
六
七
丁 

印
記
・
各
冊
表
紙
「
昌
平
坂
学
問
所
」（
墨
印
）、
各
冊
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」

「
浅
草
文
庫
」、
各
冊
本
文
末
尾
「
昌
平
坂
学
問
所
」「
元
治
甲
子
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
持
た
ず
、
写
年
・
書
写
者
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。 

  
 【

五
一
】
平
家
物
語
考
證 

写
年
不
明 

九
冊 

旧
蔵
者
不
明 

[

請
求
番
号
二
〇
三-

〇
一
六
四] 

一
一
九

中
世
文
学
資
料
解
題
②

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



  
本
資
料
は
前
掲
資
料
と
同
じ
、
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
注
釈
書
『
平
家
物
語
考

證
』
の
写
本
で
あ
る
。
但
し
、
巻
一
・
巻
九
・
巻
一
〇
を
欠
く
た
め
、
全
九
冊
。
袋
綴
。 

 

本
資
料
は
橙
色
の
布
目
紙
の
表
紙
に
、
外
題
が
左
肩
に
打
付
書
さ
れ
て
い
る
。 

巻
一
・
巻
九
・
巻
一
〇
を
欠
く
た
め
、
①
表
紙
に
は
朱
で
「
一
欫
」（
六
・
〇
糎
×
一
・

五
糎
）
と
書
か
れ
た
附
箋
が
右
下
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
⑧
表
紙
に
は
「
九
・

十
欫
」（
同
）
の
附
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。 

本
資
料
は
『
平
家
物
語
』
の
本
文
・
注
（
漢
文
）・
補
注
（
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
）
の

三
つ
の
文
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
字
高
は
二
〇
・
五
糎
、
一
九
・
〇
糎
、

一
七
・
五
糎
。
た
だ
し
、
第
八
冊
目
の
み
別
筆
と
見
ら
れ
、
行
数
は
他
の
冊
と
同
じ
だ

が
、
本
文
の
字
高
の
み
二
一
・
五
糎
で
や
や
高
い
。
ま
た
第
八
冊
目
の
み
裏
表
紙
が
砥

粉
色
の
布
目
紙
に
な
っ
て
い
る
。 

蔵
書
印
に
つ
い
て
は
、
各
冊
一
オ
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
印
が
あ
る
の
み
で
、
旧
蔵

者
は
は
っ
き
り
し
な
い
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
平
家
物
語
考
證 

二
（
～
十
二
止
）」（
一
・
九
・
十
欠
）
左
肩
打
付
墨
書 

内
題
・「
平
家
物
語
考
證
」 

表
紙
・
橙
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
六
・
二
糎
×
一
八
・
二
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
〇
・
五
糎
（
本
文
）、
一
九
・
〇
糎
（
注
）、
一
七
・
五
糎
（
補
注
）

（
※
⑧
の
み
本
文
字
高
二
一
・
五
糎
） 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
六
〇
丁
、
②
五
九
丁
、
③
五
六
丁
、
④
六
七
丁
、
⑤
四
三
丁
、
⑥

二
四
丁
、
⑦
八
一
丁
、
⑧
三
八
丁
、
⑨
四
〇
丁 

印
記
・
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
は
奥
書
を
持
た
ず
、
写
年
・
書
写
者
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。 

  
 【

五
二
】
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄 

刊
年
不
明 

二
四
冊 

元
老
院
旧
蔵 

[

請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
〇
五] 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
評
論
書
で
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
初
版
。

作
者
は
由
井
正
雪
な
ど
諸
説
挙
げ
ら
れ
る
が
、
未
詳
。
一
二
巻
二
四
冊
。
袋
綴
。 

 

本
書
は
批
評
や
注
釈
を
中
心
に
し
た
「
評
」
と
、
底
本
に
は
未
収
録
の
説
話
を
述
べ

る
「
伝
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
特
に
こ
の
「
伝
」
は
、
出
典
未
詳
の
も
の
が
多
く
、

独
自
の
説
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。本
書
の
誤
り
を
指
摘
し
た『
平
家
物
語
評
判
瑕
類
』

（
宝
永
七
年
序
）
は
、
こ
の
「
伝
」
に
つ
い
て
も
偽
作
説
を
唱
え
て
い
る
。 

 

本
資
料
の
場
合
、
本
文
の
高
さ
は
二
一
・
二
糎
。
評
・
伝
は
そ
こ
か
ら
一
段
下
が
っ

て
二
〇
・
〇
糎
程
度
で
あ
る
。 

 

本
資
料
は
各
冊
一
オ
に
「
元
老
院
図
書
記
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
元
老
院
の
旧

蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
前
の
所
蔵
者
や
来
歴
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り

し
な
い
。
第
三
冊
目
に
明
治
一
三
年
の
年
記
を
持
つ
『
杜
騙
新
書
訳
解
』（
大
倉
孫
兵
衛

版
）
の
広
告
（
六
・
七
糎
×
八
・
三
糎
）
が
挟
ま
っ
て
お
り
、
元
老
院
が
明
治
八
年
か

ら
明
治
二
三
年
ま
で
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
資
料
は
明
治
一
三
年
頃
に

購
入
し
た
も
の
か
。 

 

全
体
的
に
状
態
は
良
く
な
い
。
⑥
⑦
⑨
⑫
⑭
⑱
㉒
㉓
は
題
簽
が
脱
落
し
て
お
り
、
①

は
表
紙
の
汚
損
が
激
し
い
。
全
体
的
に
虫
損
も
多
い
。 

 

表
紙
は
紺
色
に
卍
字
繋
を
艶
出
し
た
も
の
。
第
一
冊
目
の
外
題
は
四
周
双
辺
刷
題
簽

一
二
〇

中
世
文
学
資
料
解
題
②

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



で
左
肩
に
「
平
家
／
物
語
／
評
判
秘
伝
抄
／
巻
第
／
〔
一
之
上
〕」
と
出
し
て
い
る
が
、

欠
け
て
い
る
部
分
も
多
い
。
な
お
「
平
家
／
物
語
」
は
角
書
で
、
巻
数
も
双
行
で
あ
る
。 

⑱
の
裏
見
返
し
に
は
、
印
刷
の
際
に
生
じ
た
反
古
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
平
家
／
物
語
／
評
判
秘
伝
抄
／
巻
第
／
〔
一
之
上
〕」
左
肩
四
周
双
辺
刷

題
簽
（
一
九
・
〇
糎
×
四
・
〇
糎
） 

内
題
・「
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
」 

表
紙
・
紺
色
卍
字
繋
艶
出
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
八
・
五
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
二
糎
（
本
文
）、
二
〇
・
〇
糎
（
評
・
伝
） 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
一
・
二
糎
×
一
六
・
〇
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
六
四
丁
、
②
五
八
丁
、
③
三
八
丁
、
④
三
三
丁
、
⑤
三
四
丁
、
⑥

三
四
丁
、
⑦
三
八
丁
、
⑧
三
四
丁
、
⑨
三
七
丁
、
⑩
三
七
丁
、
⑪
四
一
丁
、
⑫
五

〇
丁
、
⑬
四
二
丁
、
⑭
四
四
丁
、
⑮
四
二
丁
、
⑯
四
五
丁
、
⑰
四
九
丁
、
⑱
五
八

丁
、
⑲
二
九
丁
、
⑳
三
四
丁
、
㉑
五
四
丁
、
㉒
四
一
丁
、
㉓
三
七
丁
、
㉔
二
三
丁 

印
記
・
一
オ
「
元
老
院
図
書
記
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

㉔
二
三
ウ
に
以
下
の
通
り
、
刊
記
あ
り
。 

「
江
戸 

中
野
左
太
郎
開
板
」 

中
野
左
太
郎
は
江
戸
芝
神
明
前
に
店
を
構
え
て
い
た
版
元
で
、
京
の
中
野
五
郎

左
衛
門
の
系
列
で
あ
る
（『
江
戸
鹿
乃
子
』）。 

刊
年
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
く
、
い
わ
ゆ
る
刊
年
不
明
版
。
刊
記
は
入
木
で
あ

る
。 

 
 

 

【
五
三
】
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄 

刊
年
不
明 

二
二
冊 

旧
蔵
者
不
明 

[

請
求
番
号
特
〇
二
八
‐
〇
〇
〇
三] 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
と
同
じ
、
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
評
論
書
『
平
家
物
語
評

判
秘
伝
抄
』
の
刊
本
で
あ
る
。
巻
二
と
巻
一
二
が
上
下
合
冊
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
二

巻
で
全
二
二
冊
。
袋
綴
。 

 

金
茶
色
地
に
薄
縹
色
で
唐
草
・
七
宝
尽
く
し
の
文
様
を
織
っ
た
二
つ
の
帙
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
右
肩
に
「
月
」
と
墨
書
あ
り
。
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
冊
、
一
二
冊
ず
つ
。 

表
紙
は
縹
色
表
紙
で
、
左
肩
に
四
周
双
辺
刷
題
簽
で
「
平
家
物
語
評
判 

巻
之
一
」

と
出
し
て
あ
る
が
、外
題
の
巻
数
は
最
初
か
ら
順
に
機
械
的
に
番
号
を
振
っ
て
い
る（
巻

之
一
～
巻
廿
二
）
た
め
、
中
身
と
巻
数
に
齟
齬
が
あ
る
。
正
し
い
巻
数
は
そ
れ
ぞ
れ
の

内
題
・
版
心
・
小
口
の
墨
書
で
わ
か
る
。
ま
た
、
題
簽
は
⑤
⑫
⑰
の
み
「
平
家
物
か
た

り
評
判 

巻
之
六
（
巻
十
三
・
巻
十
八
）」
と
、「
語
」
の
字
を
「
か
た
り
」
と
仮
名
に

開
い
て
い
る
が
、
題
簽
そ
の
も
の
の
大
き
さ
や
字
は
他
の
題
簽
と
共
通
す
る
の
で
、
同

時
期
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
後
補
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
全
体
的

に
大
幅
な
修
復
が
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
表
紙
・
帙
と
も
に
刊
行
時
の
原
装
と
は
言

い
難
い
。
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
書
に
多
く
見
ら
れ
る
表
紙
で
あ
る
。 

表
紙
の
右
肩
に
附
箋
「
月
」（
一
・
三
糎
×
一
・
二
糎
、
朱
書
）
あ
り
。 

第
一
冊
目
の
見
返
し
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
蔵
書
票
の
貼
付
あ
り
。
ま
た
各
冊
一

オ
お
よ
び
本
文
末
尾
に
も
「
日
本
政
府
図
書
」
の
印
が
あ
る
。
た
だ
し
、
他
に
印
記
は

見
当
た
ら
ず
（
改
装
の
た
め
か
）、
旧
蔵
者
は
は
っ
き
り
し
な
い
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
②
④
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑬
⑭
⑮
⑯
⑱
⑲
⑳
㉑
「
平
家
物
語
評
判 

巻
之
一

（
巻
之
二
・
巻
之
五
・
巻
之
七
・
巻
之
八
・
巻
之
九
・
巻
之
十
・
巻
十
一
・
巻
十

一
二
一
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二
・
巻
十
四
・
巻
十
五
・
巻
十
六
・
巻
十
七
・
巻
十
九
・
巻
二
十
・
巻
廿
一
・
巻

廿
二
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
九
・
三
糎
×
三
・
八
糎
）、
③(22)

「
平
家
物

語
評
判 

巻
之
三
／
四
（
巻
廿
三
／
廿
四 

止
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
九
・

三
糎
×
三
・
八
糎
）、
⑤
⑫
⑰
「
平
家
物
か
た
り
評
判 

巻
之
六
（
巻
十
三
・
巻
十

八
）」 

内
題
・「
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
」 

表
紙
・
縹
色
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
二
糎
（
本
文
）、
二
〇
・
〇
糎
（
評
・
伝
） 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
一
・
二
糎
×
一
六
・
〇
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
六
三
丁
、
②
五
八
丁
、
③
七
一
丁
、
④
三
四
丁
、
⑤
三
四
丁
、
⑥

三
四
丁
、
⑦
三
八
丁
、
⑧
三
七
丁
、
⑨
三
七
丁
、
⑩
四
一
丁
、
⑪
五
〇
丁
、
⑫
四

二
丁
、
⑬
四
四
丁
、
⑭
四
二
丁
、
⑮
四
四
丁
、
⑯
四
九
丁
、
⑰
五
八
丁
、
⑱
二
九

丁
、
⑲
三
四
丁
、
⑳
五
四
丁
、
㉑
四
一
丁
、
㉒
六
六
丁 

印
記
・
①
見
返
し
「
日
本
政
府
図
書
」（
蔵
書
票
）、
各
冊
一
オ
・
各
冊
本
文
末
尾

「
日
本
政
府
図
書
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
刊
年
の
記
載
は
な
い
。
㉒
六
六
ウ
に
は
「
田
中
庄
兵
衛
／
梅
村
弥
右

衛
門 

版
」
と
あ
る
。 

 

田
中
庄
兵
衛
・
梅
村
弥
右
衛
門
と
も
に
京
寺
町
の
版
元
で
あ
る
。
前
掲
資
料
（
請

求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
〇
五
）
と
は
刊
記
が
異
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

【
五
四
】
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄 

刊
年
不
明 

二
四
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

[

請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
〇
六] 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
と
同
じ
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
評
論
書
『
平
家
物
語
評
判

秘
伝
抄
』
の
刊
本
。
一
二
巻
二
四
冊
。
袋
綴
。 

 

本
資
料
は
前
掲
資
料
（
請
求
番
号
特
〇
二
八
‐
〇
〇
〇
三
）
と
同
版
と
考
え
ら
れ
る

が
、
合
冊
な
ど
の
手
は
加
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
一
二
巻
を
そ
れ
ぞ
れ
上
下
に
わ
け
て

二
四
冊
に
な
っ
て
い
る
。 

 

左
肩
に
四
周
双
辺
の
刷
題
簽
で
「
平
家
物
語
評
判 

巻
之
一
（
～
巻
廿
四
）」
と
あ
る

が
、
⑥
⑬
⑱
㉔
の
み
「
平
家
物
か
た
り
評
判 

巻
之
六
（
巻
十
三
・
十
八
・
廿
四
）」
と

い
う
形
で
「
語
」
の
部
分
が
「
か
た
り
」
と
仮
名
に
開
い
て
あ
る
。
題
簽
は
前
掲
資
料

（
請
求
番
号
特
〇
二
八
‐
〇
〇
〇
三
）
に
酷
似
す
る
が
、
表
紙
の
状
態
が
悪
く
原
装
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。 

 

本
資
料
は
、
表
紙
お
よ
び
末
尾
に
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
が
あ
り
、
昌
平
坂
学

問
所
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
本
文
末
尾
に
は
「
文
久
甲
子
」
の
朱
印
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
文
久
四
年
に
昌
平
坂
学
問
所
に
新
収
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
②
③
④
⑤
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑭
⑮
⑯
⑰
⑲
⑳
㉑
㉒
㉓
「
平
家
物
語
評
判 

巻
之
一
（
巻
之
二
・
巻
之
三
・
巻
之
四
・
巻
之
五
・
巻
之
七
・
巻
之
八
・
巻
之
九
・

巻
之
十
・
巻
十
一
・
巻
十
二
・
巻
十
四
・
巻
十
五
・
巻
十
六
・
巻
十
七
・
巻
十
九
・

巻
二
十
・
巻
廿
一
・
巻
廿
二
・
巻
廿
三
）、
⑥
⑬
⑱
㉔
「
平
家
物
か
た
り
評
判 

巻

之
六
（
巻
十
三
・
十
八
・
廿
四
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
九
・
三
糎
×
三
・

八
糎
）、 

内
題
・「
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
」 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
五
・
〇
糎
×
一
八
・
〇
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

一
二
二
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行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎
（
本
文
）、
二
〇
・
〇
糎
（
評
・
伝
） 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
六
・
〇
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
六
三
丁
、
②
五
八
丁
、
③
三
八
丁
、
④
三
三
丁
、
⑤
三
四
丁
、
⑥

三
四
丁
、
⑦
三
四
丁
、
⑧
三
八
丁
、
⑨
三
七
丁
、
⑩
三
七
丁
、
⑪
四
一
丁
、
⑫
五

〇
丁
、
⑬
四
二
丁
、
⑭
四
四
丁
、
⑮
四
二
丁
、
⑯
四
五
丁
、
⑰
四
九
丁
、
⑱
五
八

丁
、
⑲
二
九
丁
、
⑳
三
四
丁
、
㉑
五
四
丁
、
㉒
四
一
丁
、
㉓
三
七
丁
、
㉔
二
三
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」、
各
冊
表
紙
「
昌
平
坂
学
問

所
」（
墨
書
）、
各
冊
末
尾
「
昌
平
坂
学
問
所
」（
墨
書
）「
文
久
甲
子
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
刊
年
の
記
載
は
な
い
。
㉔
二
三
ウ
に
は
前
掲
資
料
（
請
求
番
号
特
〇

二
八
‐
〇
〇
〇
三
）
と
同
じ
「
田
中
庄
兵
衛
／
梅
村
弥
右
衛
門 

版
」
と
あ
る
。 

 
 

 
 【

五
五
】
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄 

刊
年
不
明 

二
四
冊 

旧
蔵
者
不
明 

[

請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
四
一] 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
評
論
書
『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』
の
刊
本

で
、
前
掲
資
料
（
請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
〇
六
・
特
〇
二
八
‐
〇
〇
〇
三
）
の
同
版
。

袋
綴
。
二
四
冊
。 

 

匡
郭
の
欠
け
な
ど
か
ら
判
断
す
る
に
、
前
掲
資
料
（
請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
〇
六
・

特
〇
二
八
‐
〇
〇
〇
三
）と
同
版
と
判
断
さ
れ
る
が
、紙
の
大
き
さ
が
異
な
っ
て
お
り
、

本
資
料
の
ほ
う
が
大
型
（
二
八
・
二
糎
×
一
九
・
八
糎
）
で
あ
る
。
ま
た
外
題
の
題
簽

も
前
掲
資
料
と
同
版
と
思
わ
れ
る
が
、
左
肩
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
前
掲
資
料
と
異
な
り

中
央
に
貼
ら
れ
て
い
る
。 

 

見
返
し
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
蔵
書
票
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
蔵
書
印
は
見

当
た
ら
ず
、
旧
蔵
者
は
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 

保
存
状
態
は
わ
ず
か
な
虫
損
が
あ
る
の
み
で
、
極
め
て
良
好
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
②
③
④
⑤
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑭
⑮
⑯
⑰
⑲
⑳
㉑
㉒
㉓
「
平
家
物
語
評
判 

巻
之
一
（
巻
之
二
・
巻
之
三
・
巻
之
四
・
巻
之
五
・
巻
之
七
・
巻
之
八
・
巻
之
九
・

巻
之
十
・
巻
十
一
・
巻
十
二
・
巻
十
四
・
巻
十
五
・
巻
十
六
・
巻
十
七
・
巻
十
九
・

巻
二
十
・
巻
廿
一
・
巻
廿
二
・
巻
廿
三
）、
⑥
⑬
⑱
㉔
「
平
家
物
か
た
り
評
判 

巻

之
六
（
巻
十
三
・
十
八
・
廿
四
止
）」
中
央
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
九
・
〇
糎
×
四
・

〇
糎
） 

内
題
・「
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
」 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
八
・
二
糎
×
一
九
・
八
糎
） 

見
返
し
・
①
「
日
本
政
府
図
書
」（
蔵
書
票
）
貼
付 

遊
紙
・
各
冊
一
丁 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎
（
本
文
）、
二
〇
・
〇
糎
（
評
・
伝
） 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
六
・
〇
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
六
三
丁
、
②
五
八
丁
、
③
三
八
丁
、
④
三
三
丁
、
⑤
三
四
丁
、
⑥

三
四
丁
、
⑦
三
四
丁
、
⑧
三
八
丁
、
⑨
三
七
丁
、
⑩
三
七
丁
、
⑪
四
一
丁
、
⑫
五

〇
丁
、
⑬
四
二
丁
、
⑭
四
四
丁
、
⑮
四
二
丁
、
⑯
四
五
丁
、
⑰
四
九
丁
、
⑱
五
八

丁
、
⑲
二
九
丁
、
⑳
三
四
丁
、
㉑
五
四
丁
、
㉒
四
一
丁
、
㉓
三
七
丁
、
㉔
二
三
丁 

印
記
・
①
見
返
し
に
「
日
本
政
府
図
書
」（
蔵
書
票
）
貼
付 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
刊
年
の
記
載
は
な
い
。
㉔
三
三
ウ
に
は
前
掲
資
料
（
請
求
番
号
特
〇

一
二
三
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二
八
‐
〇
〇
〇
三
）
と
同
じ
「
田
中
庄
兵
衛
／
梅
村
弥
右
衛
門 

版
」
と
あ
る
。 

 
 

 

【
五
六
】
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄 

刊
年
不
明 

二
四
冊 

内
務
省
旧
蔵 

[

請
求
番
号
：
一
六
七
‐
〇
〇
四
二] 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
評
論
書
『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』
の
刊
本

で
、
前
掲
資
料
（
請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
〇
六
・
特
〇
二
八
‐
〇
〇
〇
三
・
一
六
七

‐
〇
〇
四
一
）
の
同
版
。
袋
綴
。
二
四
冊
。 

 

全
体
的
に
縹
色
の
表
紙
だ
が
、
第
一
冊
目
の
表
紙
の
み
紺
色
。
題
簽
も
脱
落
し
た
冊

が
多
い
（
後
述
）。 

 

①
見
返
し
に
一
・
〇
糎
×
〇
・
八
糎
程
度
の
墨
印
が
複
数
捺
さ
れ
て
い
る
。
判
読
で

き
る
も
の
で
は
「
午
」「
○
万
合
」「
岡
新
」「
安
藤
」「
○
次
」
な
ど
。
ま
た
こ
れ
ら
の

印
の
下
部
に
は
「
千
百
七
十
四 

全
部
弐
拾
四
冊
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

こ
れ
ら
は
貸
本
屋
で
使
用
さ
れ
て
い
た
際
の
も
の
で
、
多
く
の
貸
本
屋
を
転
売
さ
れ
て

き
て
最
終
的
に
内
務
省
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。 

 

蔵
書
印
は
こ
れ
ら
の
墨
印
の
ほ
か
、
各
冊
一
オ
に
「
大
日
本
帝
国
図
書
記
」「
太
政
官

文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」、
本
文
末
尾
に
「
日
本
政
府
図
書
」「
大
日
本
帝
国
図
書
記
」

の
朱
印
が
見
ら
れ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
③
⑨
⑬
㉒
㉓
㉔
題
簽
欠
、
②
④
⑤
⑦
⑧
⑩
⑪
⑫
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
㉑
「
平

家
物
語
評
判 

巻
之
二
（
巻
之
四
・
巻
之
五
・
巻
之
七
・
巻
之
八
・
巻
之
十
・
巻

十
一
・
巻
十
二
・
巻
十
四
・
巻
十
五
・
巻
十
六
・
巻
十
七
・
巻
十
八
・
巻
十
九
・

巻
二
十
・
巻
廿
一
）、
⑥
「
平
家
物
か
た
り
評
判 

巻
之
六
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題

簽
（
一
九
・
〇
糎
×
四
・
〇
糎
） 

内
題
・「
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
」 

表
紙
・
①
紺
色
表
紙
（
二
五
・
五
糎
×
一
八
・
二
糎
）、
②
～
㉔
縹
色
表
紙
（
二
五
・

五
糎
×
一
八
・
二
糎
） 

見
返
し
・
①
「
午
」「
○
万
合
」「
岡
新
」「
安
藤
」「
○
次
」（
約
一
・
〇
糎
×
〇
・

八
糎
、
陽
刻
墨
印
）、「
千
百
七
十
四 

全
部
弐
拾
四
冊
」
と
墨
書 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎
（
本
文
）、
二
〇
・
〇
糎
（
評
・
伝
） 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
六
・
〇
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
六
三
丁
、
②
五
八
丁
、
③
三
八
丁
、
④
三
三
丁
、
⑤
三
四
丁
、
⑥

三
四
丁
、
⑦
三
四
丁
、
⑧
三
八
丁
、
⑨
三
七
丁
、
⑩
三
七
丁
、
⑪
四
一
丁
、
⑫
五

〇
丁
、
⑬
四
二
丁
、
⑭
四
四
丁
、
⑮
四
二
丁
、
⑯
四
五
丁
、
⑰
四
九
丁
、
⑱
五
八

丁
、
⑲
二
九
丁
、
⑳
三
四
丁
、
㉑
五
四
丁
、
㉒
四
一
丁
、
㉓
三
七
丁
、
㉔
二
三
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
記
」「
太
政
官
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」、

各
冊
末
尾
「
日
本
政
府
図
書
」「
大
日
本
帝
国
図
書
記
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
刊
年
の
記
載
は
な
い
。
㉔
三
三
ウ
に
は
前
掲
資
料
（
請
求
番
号
一
六

七
‐
〇
〇
四
一
）
と
同
じ
「
田
中
庄
兵
衛
／
梅
村
弥
右
衛
門 

版
」
と
あ
る
。 

 
 

 

【
五
七
】
源
平
闘
諍
録 

写
年
不
明 

五
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

[

請
求
番
号
特
〇
九
三
‐
〇
〇
〇
三] 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
異
本
の
ひ
と
つ
『
源
平
闘
諍
録
』
の
写
本
で
、

室
町
時
代
書
写
と
考
え
ら
れ
て
い
る
伝
存
最
古
の
も
の
。
巻
一
・
巻
五
・
巻
八
の
み
が

一
二
四

中
世
文
学
資
料
解
題
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『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



伝
わ
っ
て
お
り
全
五
冊
。
綴
葉
装
。 

『
源
平
闘
諍
録
』
は
当
館
に
の
み
伝
存
す
る
貴
重
な
写
本
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
平
家

物
語
』
の
異
本
の
う
ち
、
延
慶
本
や
『
源
平
盛
衰
記
』
に
共
通
す
る
本
文
を
持
つ
た
め

読
み
本
系
に
分
類
さ
れ
、
一
部
に
古
態
を
残
す
。
特
に
千
葉
氏
を
中
心
と
し
て
坂
東
平

氏
の
記
述
が
多
い
こ
と
か
ら
、
千
葉
氏
の
伝
承
を
基
に
編
集
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
野
口
実
「
千
葉
氏
の
嫡
宗
権
と
妙
見
信
仰
」『
千
葉
県
史
研
究
』
六
号
、

一
九
九
八
）。
全
一
〇
巻
あ
る
い
は
全
一
二
巻
の
う
ち
、
巻
一
・
巻
五
・
巻
八
の
み
三
巻

が
伝
存
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
か
な
り
早
い
段
階
で
本
資
料
は
三
巻
の
み
に
な

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
成
立
当
初
か
ら
三
巻
し
か
な
く
、『
平
家
物
語
』

を
補
足
す
る
形
で
必
要
な
部
分
だ
け
編
集
さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
（
早
川
厚
一
「『
源

平
闘
諍
録
』
の
巻
立
て
と
構
成
」『
名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

人
文
自
然
科
学
編
』
一
九

‐
一
号
、
一
九
八
二
）（
同
「
源
平
闘
諍
録
考
」『
中
世
文
学
』
三
一
号
、
一
九
八
六
）。 

 

本
資
料
は
紺
色
表
紙
で
、
比
較
的
縦
長
（
二
六
・
五
糎
×
一
六
・
五
糎
）。
表
紙
は
お

そ
ら
く
後
補
で
あ
る
。
本
文
に
匡
郭
は
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
四
周
単
辺
の
枠

（
二
二
・
八
糎
×
一
五
・
〇
糎
）
お
よ
び
界
線
（
毎
半
葉
一
〇
行
）
が
空
押
し
さ
れ
て

い
る
。
各
行
頭
に
は
針
穴
の
跡
が
見
ら
れ
、
書
写
の
際
に
針
見
当
を
用
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。 

 

記
述
は
真
名
文
で
簡
略
な
記
述
が
特
徴
。
朱
書
で
点
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
に
よ

っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
点
が
加
え
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 

③
⑤
は
別
筆
に
見
え
る
。
題
簽
に
つ
い
て
は
こ
れ
も
後
補
と
思
わ
れ
る
が
③
の
み
別

筆
に
見
え
る
。 

 

印
記
に
つ
い
て
は
、
①
見
返
し
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
蔵
書
票
が
貼
付
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
②
一
オ
に
「
秘
閣
図
書
之
章
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
点
が
特
記
で
き
る
。

本
資
料
は
紅
葉
山
文
庫
の
旧
蔵
書
で
、『
御
書
物
方
来
歴
志
』
に
も
記
載
が
あ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
「
源
平
闘
諍
録 

一
之
上
／
共
五
冊
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
六
・

五
糎
×
三
・
三
糎
）
に
墨
書
、
②
「
源
平
闘
諍
録 

一
之
下
」（
同
）、
③
「
源
平

闘
諍
録 

三
」（
同
）、
④
「
源
平
闘
諍
録 

八
之
上
」（
同
）、
⑤
「
源
平
闘
諍
録 

八
之
下
」（
同
） 

内
題
・「
源
平
闘
諍
録
」 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
六
・
五
糎
） 

見
返
し
・
①
「
日
本
政
府
図
書
」（
蔵
書
票
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
七
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
二
・
七
糎
×
一
五
・
〇
糎
）、
有
界
（
空
押
） 

墨
付
丁
数
・
①
三
九
丁
、
②
四
〇
丁
、
③
二
八
丁
、
④
三
二
丁
、
⑤
三
七
丁 

印
記
・
①
本
文
末
尾
「
日
本
政
府
図
書
」、
②
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文

庫
」「
秘
閣
図
書
之
章
」、
本
文
末
尾
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」、
③
一
オ

「
日
本
政
府
図
書
」、
本
文
末
尾
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」、
④
一
オ
「
日

本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」「
秘
閣
図
書
之
章
」、
本
文
末
尾
「
日
本
政
府
図
書
」

「
内
閣
文
庫
」、
⑤
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」、
本
文
末
尾
「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

②
四
〇
オ
に
「
本
云
建
武
四
年
二
月
八
日 

又
文
和
四
年
三
月
廿
三
日
書
写
之

也
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、
本
資
料
の
書
写
は
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）

だ
が
、
こ
の
奥
書
も
本
奥
書
だ
と
す
る
と
、
さ
ら
に
後
代
の
書
写
の
可
能
性
が
あ

る
（
山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
考
』
勉
誠
社
、
一
九
六
八
）。 

 
 

 

一
二
五
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【
五
八
】
源
平
闘
諍
録 

写
年
不
明 

五
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

[

請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
〇
七] 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
『
源
平
闘
諍
録
』（
特
〇
九
三
‐
〇
〇
〇
三
）
の
写
本
で
、
前
掲

資
料
同
様
、
伝
存
す
る
三
巻
五
冊
の
書
写
。
袋
綴
。 

 

本
資
料
は
前
掲
資
料
を
基
に
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、『
重
訂
御
書
籍
来
歴
志
』

に
「
別
ニ
一
通
ヲ
写
シ
テ
副
セ
ラ
ル
」
と
あ
る
の
が
本
資
料
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
原
本
（
特
〇
九
三
‐
〇
〇
〇
七
）
の
虫
損
が
ひ
ど
か
っ
た
も
の
と
見
え
、

『
御
書
物
方
日
記
』
に
も
天
明
六
年
十
二
月
に
虫
損
の
修
復
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

①
見
返
し
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
蔵
書
票
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
冊
一
オ

の
目
録
冒
頭
に
「
日
本
政
府
図
書
」
の
蔵
書
印
あ
り
。
ま
た
各
冊
本
文
冒
頭
に
「
日
本

政
府
図
書
」
お
よ
び
「
内
閣
文
庫
」、
各
冊
本
文
末
尾
に
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文

庫
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
～
⑤
「
源
平
闘
諍
録 

一
上
（
一
下
・
五
・
八
上
・
八
下
）」
左
肩
四
周

双
辺
刷
題
簽
（
一
七
・
二
糎
×
三
・
三
糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
源
平
闘
諍
録
」 

表
紙
・
縹
色
卍
字
繋
艶
出
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
八
・
〇
糎
） 

見
返
し
・
①
「
日
本
政
府
図
書
」（
蔵
書
票
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
五
糎 

匡
郭
・
な
し 

墨
付
丁
数
・
①
三
八
丁
、
②
三
九
丁
、
③
二
五
丁
、
④
三
七
丁
、
⑤
三
六
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

各
冊
本
文
冒
頭
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

各
冊
本
文
末
尾
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

②
三
九
ウ
に
前
掲
資
料
と
同
じ
本
奥
書
あ
り
。 

「
本
云
建
武
四
年
二
月
八
日 

又
文
和
四
年
三
月
廿
三
日
書
之
也
」 

 

本
書
の
写
年
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。『
御
書
物
方
日
記
』
の
記
載
を
見

る
に
、
天
明
～
寛
政
頃
か
。 

 
 

 

【
五
九
】
源
平
盛
衰
記 

慶
長
年
間
刊
カ 

四
八
冊 

岸
本
由
豆
流
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
一
二
六
‐
〇
〇
〇
一
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
異
本
の
ひ
と
つ
『
源
平
盛
衰
記
』
の
慶
長
古

活
字
版
で
あ
る
。
袋
綴
。
四
八
冊
。 

 

『
源
平
盛
衰
記
』
は
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
う
ち
最
も
大
部
で
、
広
本
系
に
分
類
さ

れ
る
。
源
氏
に
ま
つ
わ
る
説
話
が
大
幅
に
増
補
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
、
近
世
期

ま
で
は
『
平
家
物
語
』
と
は
独
立
し
た
書
物
と
考
え
ら
れ
、
史
書
に
準
ず
る
扱
い
を
受

け
て
い
た
。
近
年
の
研
究
で
は
、
延
慶
本
な
ど
読
み
本
系
の
古
態
を
残
す
本
文
と
の
関

連
が
指
摘
さ
れ
、『
平
家
物
語
』
の
異
本
の
う
ち
、
長
期
間
に
渡
っ
て
段
階
的
に
成
立
し

て
い
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
古
活
字
版
の
場
合
、
漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
の
本

文
を
持
ち
、
古
写
本
の
本
文
を
用
い
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
以
降

出
版
さ
れ
た
古
活
字
版
・
製
版
と
も
に
、
ほ
と
ん
ど
が
本
資
料
を
底
本
と
し
て
お
り
、

広
く
流
布
し
た
。（
川
瀬
一
馬
『
古
活
字
版
之
研
究
』、
昭
和
四
二
年
） 

 

本
資
料
は
雷
文
繋
地
唐
花
文
様
の
艶
出
を
施
し
た
金
茶
色
の
表
紙
が
付
け
ら
れ
て
い

一
二
六
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る
が
、
表
紙
の
状
態
が
良
く
な
い
た
め
、
色
・
文
様
と
も
に
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な

い
。
ま
た
第
一
冊
目
か
ら
第
四
五
冊
目
ま
で
は
同
じ
大
き
さ
（
二
六
・
五
糎
×
一
九
・

五
糎
）
で
あ
る
一
方
、
第
四
六
冊
目
か
ら
第
四
八
冊
目
ま
で
の
三
冊
の
み
、
高
さ
が
二

六
・
〇
糎
前
後
で
や
や
小
さ
い
。
第
四
六
冊
目
の
表
紙
に
は
、
外
題
が
「
盛
衰
記 

四

十
七
八 

四
十
六
終
」
と
あ
り
、
一
時
的
に
合
冊
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

大
き
さ
が
異
な
る
の
は
、
修
復
の
際
の
裁
断
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
取
り
合
わ
せ
本
で

あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
な
お
外
題
は
左
肩
に
打
付
書
さ
れ
て
い
る
が
、
左
肩

の
巻
数
と
、
左
下
の
巻
数
は
別
筆
に
見
え
る
。 

 

本
資
料
は
各
冊
（
⑨
欠
）
見
返
し
に
信
濃
国
須
坂
藩
主
堀
直
格
の
蔵
書
印
「
花
廼
家

文
庫
」
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
直
接
本
資
料
に
捺
印
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ほ
か
の

紙
に
す
で
に
捺
さ
れ
た
も
の
を
切
り
取
っ
て
、
貼
付
し
な
お
し
た
も
の
。
別
資
料
か
ら

切
り
取
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
改
装
・
修
復
の
際
に
見
返
し
の
紙
を
取
り

替
え
た
た
め
、
蔵
書
印
部
分
の
み
を
残
し
て
修
復
後
に
貼
り
直
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

各
冊
一
オ
（
目
録
冒
頭
部
分
）
に
「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
内
閣
文
庫
」

印
あ
り
（
②
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」
欠
）、
各
冊
二
オ
に
「
朝
田
家
蔵
書
」「
岸
本
家

蔵
書
」
印
あ
り
（
③
～
⑧
「
岸
本
家
蔵
書
」
欠
）。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
国
学
者
の
岸
本
由

豆
流
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
父
親
は
幕
府
御
弓
弦
師
の
岸
本
讃
岐
で
、
そ
の
旧
姓
が
「
朝

田
」
で
あ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
～
㊽
「
盛
衰
記
一 

初
一
（
～
四
十
八
尾
）」
左
肩
打
付
墨
書
（
※
㊻
の

み
「
盛
衰
記 

四
十
七
八 

四
十
六
終
」） 

内
題
・「
源
平
盛
衰
記
」 

表
紙
・
金
茶
色
雷
文
繋
地
唐
花
文
様
艶
出
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
九
・
五
糎
）

（
※
㊻
～
㊽
の
み
高
さ
二
六
・
〇
糎
、
⑨
裏
表
紙
は
後
補
代
赭
色
） 

見
返
し
・
各
冊
「
花
廼
家
文
庫
」
蔵
書
印
貼
付
（
⑨
欠
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
五
糎
×
一
六
・
三
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
二
五
丁
、
②
二
八
丁
、
③
三
八
丁
、
④
三
八
丁
、
⑤
三
三
丁
、
⑥

三
二
丁
、
⑦
二
九
丁
、
⑧
二
八
丁
、
⑨
三
三
丁
、
⑩
三
三
丁
、
⑪
四
〇
丁
、
⑫
三

〇
丁
、
⑬
二
八
丁
、
⑭
二
八
丁
、
⑮
三
二
丁
、
⑯
三
〇
丁
、
⑰
三
九
丁
、
⑱
三
四

丁
、
⑲
二
七
丁
、
⑳
三
一
丁
、
㉑
二
三
丁
、
㉒
二
四
丁
、
㉓
二
八
丁
、
㉔
三
一
丁
、

㉕
二
八
丁
、
㉖
三
五
丁
、
㉗
二
八
丁
、
㉘
三
四
丁
、
㉙
二
七
丁
、
㉚
二
九
丁
、
㉛

二
八
丁
、
㉜
三
四
丁
、
㉝
三
七
丁
、
㉞
四
〇
丁
、
㉟
四
一
丁
、
㊱
三
三
丁
、
㊲
三

四
丁
、
㊳
三
二
丁
、
㊴
三
五
丁
、
㊵
三
三
丁
、
㊶
二
八
丁
、
㊷
三
一
丁
、
㊸
三
〇

丁
、
㊹
二
九
丁
、
㊺
三
二
丁
、
㊻
三
二
丁
、
㊼
二
七
丁
、
㊽
三
三
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
内
閣
文
庫
」（
②
一
オ
「
日

本
政
府
図
書
」
の
み
欠
） 

 
 
 

各
冊
二
オ
「
朝
田
家
蔵
書
」「
岸
本
家
蔵
書
」（
③
～
⑨
二
オ
「
岸
本
家
蔵

書
」
欠
） 

 
 
 

各
冊
本
文
末
尾
「
内
閣
文
庫
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
刊
記
は
な
い
が
、
慶
長
年
間
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
川
瀬
一

馬
『
古
活
字
版
之
研
究
』
昭
和
四
二
年
）。
版
心
は
花
口
魚
尾
・
中
黒
口
で
「
盛
衰

記 

巻
一
（
～
四
十
八
）」
と
あ
る
。 

 
 

 

【
六
〇
】
源
平
盛
衰
記 

刊
年
不
明 

二
四
冊 

内
務
省
地
理
局
（
地
理
局
地
誌
課
）
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
四
六
］ 

一
二
七

中
世
文
学
資
料
解
題
②

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



  
本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
異
本
の
ひ
と
つ
『
源
平
盛
衰
記
』
の
版
本
で

あ
る
。
袋
綴
。
全
四
八
巻
二
四
冊
。
製
版
本
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
本
文
を
持
ち
、

四
周
双
辺
の
匡
郭
（
二
二
・
五
糎
×
一
六
・
五
糎
）
を
持
つ
。 

全
体
的
に
表
紙
の
状
態
が
悪
く
、
題
簽
が
欠
け
て
い
る
冊
も
多
い
（
②
⑦
⑧
㉒
㉓
欠
、

③
⑥
⑨
⑩
⑪
⑯
⑲
一
部
欠
）。
ま
た
裏
表
紙
が
取
り
換
え
ら
れ
て
い
る
冊
も
あ
る
（
⑳
㉓

㉔
代
赭
色
、
㉑
香
色
）。 

各
冊
一
オ
に
「
地
誌
備
用
図
籍
之
記
」「
日
本
政
府
図
書
」
の
蔵
書
印
あ
り
。
こ
れ
に

よ
り
内
務
省
地
理
局
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
～
㉔
「
源
平
盛
衰
記 

目
録
（
～
四
十
七
之
八
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題

簽
（
一
八
・
〇
糎
×
四
・
〇
糎
）（
※
②
⑦
⑧
㉒
㉓
欠
、
③
⑥
⑨
⑩
⑪
⑯
⑲
一
部
欠
） 

内
題
・「
源
平
盛
衰
記
」 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
三
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
五
糎 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
二
・
五
糎
×
一
六
・
五
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
二
一
丁
、
②
五
四
丁
、
③
六
三
丁
、
④
五
五
丁
、
⑤
四
八
丁
、
⑥

五
四
丁
、
⑦
五
八
丁
、
⑧
五
七
丁
、
⑨
五
三
丁
、
⑩
六
二
丁
、
⑪
四
九
丁
、
⑫
四

一
丁
、
⑬
五
〇
丁
、
⑭
六
三
丁
、
⑮
四
七
丁
、
⑯
五
二
丁
、
⑰
六
六
丁
、
⑱
六
二

丁
、
⑲
五
六
丁
、
⑳
五
八
丁
、
㉑
五
〇
丁
、
㉒
五
〇
丁
、
㉓
五
四
丁
、
㉔
五
一
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
地
誌
備
用
図
籍
之
記
」「
日
本
政
府
図
書
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
は
刊
記
の
記
載
が
な
い
た
め
、
刊
年
・
刊
行
者
と
も
に
は
っ
き
り
し

な
い
。 

 
 

 

【
六
一
】
源
平
盛
衰
記 

刊
年
不
明 

二
四
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
四
九
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
異
本
の
ひ
と
つ
『
源
平
盛
衰
記
』
の
版
本
で

あ
る
。
袋
綴
。
二
巻
ず
つ
合
冊
（
①
は
「
総
目
録
」「
巻
一
」「
巻
二
」）
さ
れ
て
、
全
四

八
巻
二
四
冊
。 

 

本
資
料
は
前
掲
資
料
（
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
四
六
）
と
同
じ
製
版
本
。
漢
字
片

仮
名
交
じ
り
の
本
文
を
持
ち
、
四
周
双
辺
の
匡
郭
（
二
二
・
五
糎
×
一
六
・
五
糎
）
を

持
つ
。 

 

各
冊
一
オ
に
「
秘
閣
図
書
之
章
」（
甲
種
・
乙
種
）
の
二
種
類
の
捺
印
あ
り
（『
改
訂

増
補
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』）。 

 

表
紙
は
縹
色
で
、
左
肩
に
四
周
双
辺
の
刷
題
簽
で
外
題
を
出
し
て
い
る
。
紅
葉
山
文

庫
旧
蔵
書
に
よ
く
見
ら
れ
る
装
丁
で
、
後
年
の
修
復
で
取
り
換
え
ら
れ
た
も
の
。 

 

全
体
的
に
状
態
は
良
い
が
、
第
二
四
冊
目
の
虫
損
が
目
立
つ
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
～
㉔
「
源
平
盛
衰
記 

総
目
録
／
一
二
（
～
四
十
七
之
八
）」
左
肩
四
周

双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・
三
糎
×
四
・
〇
糎
） 

内
題
・「
源
平
盛
衰
記
」 

表
紙
・
縹
色
表
紙
（
二
七
・
二
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

見
返
し
・
①
「
日
本
政
府
図
書
」（
蔵
書
票
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

一
二
八

中
世
文
学
資
料
解
題
②

『
北
の
丸
』
第
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号　
　



字
面
高
さ
・
二
一
・
五
糎 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
五
糎
×
一
六
・
三
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
六
五
丁
、
②
六
三
丁
、
③
五
五
丁
、
④
四
八
丁
、
⑤
五
四
丁
、
⑥

五
七
丁
、
⑦
四
七
丁
、
⑧
五
三
丁
、
⑨
六
一
丁
、
⑩
四
七
丁
、
⑪
四
〇
丁
、
⑫
五

〇
丁
、
⑬
五
三
丁
、
⑭
五
三
丁
、
⑮
四
七
丁
、
⑯
五
一
丁
、
⑰
六
六
丁
、
⑱
六
二

丁
、
⑲
五
六
丁
、
⑳
五
八
丁
、
㉑
五
〇
丁
、
㉒
五
〇
丁
、
㉓
五
四
丁
、
㉔
五
一
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
秘
閣
図
書
之
章
」（
甲
・
乙
） 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
は
刊
記
の
記
載
が
な
い
た
め
、
刊
年
・
刊
行
者
と
も
に
は
っ
き
り
し

な
い
。 

 
 

 

【
六
二
】
源
平
盛
衰
記 

刊
年
不
明 

二
五
冊 

教
部
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
〇
八
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
異
本
の
ひ
と
つ
『
源
平
盛
衰
記
』
の
製
版
本
。

袋
綴
。
二
巻
ず
つ
合
冊
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
総
目
録
一
冊
が
独
立
し
て
い
る
の
で
、
四

八
巻
二
五
冊
で
あ
る
。 

 

各
冊
の
冒
頭
に
は
不
明
印
記
（
円
型
陽
刻
朱
印
、
直
径
三
・
五
糎
）
あ
り
。
ほ
か
「
日

本
政
府
図
書
」「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」「
教
部
省
文
庫
印
」
の
捺
印
あ
り
。
各

冊
本
文
末
尾
に
「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」
印
が
見
え
る
。 

 

第
三
冊
目
（
請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
〇
八
（
三
））
が
巻
四
十
七
・
四
十
八
と
な
っ

て
お
り
、
以
降
、
冊
次
番
号
と
巻
数
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
。 

 

第
三
冊
目
の
裏
見
返
し
に
は
次
の
よ
う
な
墨
書
あ
り
。 

「
文
化
八
辛
未
稔
晩
秋
宮
豊
秋
等
／
修
理
之
」 

【
書
誌
】 

外
題
・
②
～
㉔
「
源
平
盛
衰
記 

一
之
一
（
～
四
十
五
之
四
十
六
）」
左
肩
四
周
双

辺
刷
題
簽
（
一
七
・
三
糎
×
四
・
〇
糎
）（
※
①
欠
、
③
「
源
平
盛
衰
記 

四
十
七

之
四
十
八
） 

内
題
・「
源
平
盛
衰
記
」 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
六
・
〇
糎
×
一
九
・
二
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
五
糎 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
二
・
五
糎
×
一
六
・
〇
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
二
一
丁
、
②
四
四
丁
、
③
五
一
丁
、
④
六
三
丁
、
⑤
五
五
丁
、
⑥

四
九
丁
、
⑦
五
五
丁
、
⑧
五
八
丁
、
⑨
四
七
丁
、
⑩
六
三
丁
、
⑪
六
二
丁
、
⑫
四

九
丁
、
⑬
四
一
印
丁
、
⑭
五
〇
丁
、
⑮
五
四
丁
、
⑯
五
三
丁
、
⑰
四
七
丁
、
⑱
五

三
丁
、
⑲
六
六
丁
、
⑳
六
一
丁
、
㉑
五
六
丁
、
㉒
五
八
丁
、
㉓
五
〇
丁
、
㉔
五
〇

丁
、
㉕
五
四
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」「
教
部
省

文
庫
印
」
不
明
印
記
（
円
型
陽
刻
朱
印
、
直
径
三
・
五
糎
） 

 
 
 

各
冊
末
尾
「
図
書
局
文
庫
」「
太
政
官
文
庫
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
は
刊
記
の
記
載
が
な
い
た
め
、
刊
年
・
刊
行
者
と
も
に
は
っ
き
り
し

な
い
。 

 
 

 

【
六
三
】
源
平
盛
衰
記 

刊
年
不
明 

二
四
冊 

内
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
六
三
‐
〇
〇
二
八
］ 

一
二
九

中
世
文
学
資
料
解
題
②
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北
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丸
』
第
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本
資
料
は
軍
記
物
語
『
平
家
物
語
』
の
異
本
の
ひ
と
つ
『
源
平
盛
衰
記
』
の
製
版
本
。

袋
綴
。
二
巻
毎
に
合
冊
し
、
さ
ら
に
総
目
録
一
冊
を
付
す
た
め
、
本
来
は
全
二
五
冊
の

は
ず
だ
が
、
本
資
料
の
場
合
は
巻
四
三
・
四
四
を
欠
く
た
め
、
二
四
冊
。 

 

全
体
に
虫
損
が
多
く
、
冊
次
に
よ
っ
て
題
簽
も
異
な
っ
て
い
る
。
左
肩
に
無
地
の
料

紙
（
一
九
・
五
糎
×
四
・
〇
糎
）
で
「
源
平
盛
衰
記 

総
目
録
（
九
之
十
・
十
七
之
八
・

廿
三
廿
四
・
三
十
五
之
丗
六
））
と
あ
る
冊
（
①
⑥
⑩
⑬
⑰
）
と
、
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一

六
・
〇
糎
×
四
・
〇
糎
）
に
「
源
平
盛
衰
記 

壱
之
弐
（
～
卌
七
之
卌
八
尾
）」
と
墨
書

し
て
あ
る
も
の
（
②
～
⑤
、
⑧
～
⑨
、
⑪
～
⑫
、
⑭
～
⑯
、
⑱
～
㉔
）
の
二
種
が
あ
る
。

第
四
冊
目
に
は
脱
落
し
た
題
簽
と
思
わ
れ
る
「
源
平
盛
衰
記 

十
三
之
十
四
」（
一
六
・

〇
糎
×
四
・
〇
糎
）
が
挟
み
込
ま
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。 

 

な
お
各
冊
の
一
丁
目
に
は
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
太
政
官
文
庫
」「
日
本
政
府
図

書
」「
明
治
十
年
購
求
」
不
明
印
記
（
方
形
墨
印
、
三
・
七
糎
）
あ
り
。
こ
れ
に
よ
り
本

資
料
は
明
治
一
〇
年
に
政
府
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
⑥
⑩
⑬
⑰
「
源
平
盛
衰
記 

総
目
録
（
九
之
十
・
十
七
之
八
・
廿
三
廿

四
・
三
十
五
之
丗
六
）」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
九
・
五
糎
×
四
・
〇
糎
）
に
墨

書
、
②
～
⑤
、
⑧
～
⑨
、
⑪
～
⑫
、
⑭
～
⑯
、
⑱
～
㉔
「
源
平
盛
衰
記 
壱
之
弐

（
～
卌
七
之
卌
八
尾
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
六
・
〇
糎
×
四
・
〇
糎
）
に

墨
書 

内
題
・「
源
平
盛
衰
記
」 

表
紙
・
金
茶
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
三
糎 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
二
・
三
糎
×
一
六
・
三
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
二
一
丁
、
②
四
四
丁
、
③
六
三
丁
、
④
五
五
丁
、
⑤
四
八
丁
、
⑥

五
六
丁
、
⑦
五
八
丁
、
⑧
四
七
丁
、
⑨
五
三
丁
、
⑩
六
二
丁
、
⑪
四
九
丁
、
⑫
四

一
丁
、
⑬
五
〇
丁
、
⑭
五
四
丁
、
⑮
五
三
丁
、
⑯
四
七
丁
、
⑰
五
二
丁
、
⑱
六
六

丁
、
⑲
六
二
丁
、
⑳
五
六
丁
、
㉑
五
八
丁
、
㉒
五
〇
丁
、
㉓
五
四
丁
、
㉔
五
一
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
」「
太
政
官
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」「
明

治
十
年
購
求
」
不
明
印
記
（
方
形
墨
印
、
三
・
七
糎
） 

 
 
 

各
冊
末
尾
「
太
政
官
文
庫
」「
大
日
本
帝
国
図
書
」「
日
本
政
府
図
書
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
は
刊
記
の
記
載
が
な
い
た
め
、
刊
年
・
刊
行
者
と
も
に
は
っ
き
り
し

な
い
。 

 
 

 
 【

六
四
】
曾
我
物
語 

写
年
不
明 

五
冊 

旧
蔵
者
不
明 

［
請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
一
一
］ 

  

本
資
料
は
「
曾
我
兄
弟
の
敵
討
ち
」
を
題
材
に
し
た
軍
記
物
語
の
ひ
と
つ
『
曾
我
物

語
』
の
写
本
。
全
一
〇
巻
一
〇
冊
。 

 

建
久
四
年
、
源
頼
朝
が
富
士
の
裾
野
で
大
規
模
な
巻
狩
り
を
行
っ
た
際
、
頼
朝
の
側

近
で
あ
っ
た
工
藤
祐
経
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
所
領
争
い
を

巡
る
仇
討
ち
だ
っ
た
と
言
わ
れ
、
仇
討
ち
を
決
行
し
た
曾
我
十
郎
祐
成
・
五
郎
時
致
の

兄
弟
二
人
を
主
役
に
据
え
、
事
件
後
ま
も
な
く
『
曾
我
物
語
』
は
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
但
し
、
成
立
年
代
・
作
者
に
関
し
て
は
諸
説
あ
り
、
現
在
も
な
お
は
っ
き

り
し
な
い
。 

 

写
本
・
版
本
と
し
て
流
布
し
た
一
方
、『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』（
明
応
九
年
頃
成
立
）

一
三
〇
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に
は
『
曾
我
物
語
』
を
語
る
「
女
盲
」
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
瞽
女
た

ち
に
よ
る
語
り
物
と
し
て
全
国
に
伝
播
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
幸
若
舞
な
ど
の

芸
能
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、『
曾
我
物
語
』
を
下
敷
き
に
し
た
「
曽
我
物
」
と
呼
ば
れ

る
一
連
の
作
品
群
を
成
し
て
い
る
。 

 

『
曾
我
物
語
』
の
諸
本
は
主
に
「
真
名
本
」「
大
石
寺
本
」「
仮
名
本
」
の
三
系
統
に

分
類
さ
れ
る
。
本
資
料
は
「
真
名
本
」
の
う
ち
、
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
に
書
写

さ
れ
た
本
門
寺
本
系
統
の
写
本
で
、
各
冊
末
尾
に
本
門
寺
の
元
奥
書
が
載
る
。
仮
名
の

傍
訓
が
多
く
付
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

 

本
資
料
は
火
災
に
遭
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
、
全
体
的
に
煤
に
よ
る
汚
損
が
目
立
つ
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
～
⑩
「
曽
我
物
語 

一
（
～
十
）」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
四
・
八
糎

×
三
・
〇
糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
曽
我
物
語
」 

表
紙
・
縹
色
表
紙
（
二
三
・
八
糎
×
一
六
・
三
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

遊
紙
・
①
「
伯
耆
国
ノ
鍛
冶
安
綱
カ
作
ノ
太
刀
曽
我
ノ
五
郎
ニ
箱
根
別
当
給
之
」

の
墨
書
あ
り 

扉
・
各
冊
一
丁
ず
つ
「
富
士
山
本
門
寺
常
住
／
曽
我
物
語
巻
第
一
（
～
十
）
／
日

義
」 

行
数
・
毎
半
葉
八
行 

字
面
高
さ
・
一
八
・
五
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
三
〇
丁
、
②
二
八
丁
、
③
二
九
丁
、
④
二
四
丁
、
⑤
二
七
丁
、
⑥

二
八
丁
、
⑦
二
九
丁
、
⑧
二
七
丁
、
⑨
三
三
丁
、
⑩
三
四
丁 

印
記
・
各
冊
本
文
冒
頭
・
末
尾
「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
の
写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。「
内
閣
文
庫
」
の
ほ
か
に
蔵
書
印
記
も

な
く
、
旧
蔵
者
も
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 
 

 

【
六
五
】
曾
我
物
語 

天
保
五
年
以
降 

五
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
一
五
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
同
様
、
曾
我
兄
弟
の
仇
討
ち
を
描
い
た
『
曾
我
物
語
』
の
写
本

で
、
二
巻
で
一
冊
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
一
〇
巻
五
冊
。 

 

前
掲
資
料
と
同
じ
本
門
寺
系
統
の
写
本
だ
が
、
序
文
に
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の

屋
代
弘
賢
の
識
語
、
本
文
末
に
本
門
寺
の
日
尭
の
後
序
が
あ
る
の
が
特
徴
。
こ
の
後
序

に
よ
れ
ば
、も
と
の
日
義
筆
の
写
本
の
修
復
・
校
訂
を
施
し
た
も
の
が
本
書
に
当
た
り
、

前
掲
資
料
が
「
重
須
本
門
寺
本
」
と
称
さ
れ
る
の
に
対
し
、
本
資
料
は
「
日
尭
繕
写
重

須
本
門
寺
本
」
と
称
さ
れ
る
。 

 

第
一
冊
目
の
見
返
し
に
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
の
年
記
の
あ
る
二
六
・
〇
糎

×
一
二
・
〇
糎
の
ふ
せ
ん
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
改
装
の
際
に
上
下
を
切
っ
た
と
思
わ

れ
、
一
部
欠
。
墨
書
で
次
の
通
り
。 

「
こ
の
本
は
本
門
寺
本
の
副
本
也 

日
尭
の
な
し
た
る
も
の
也 

巻
一
‐
六 

日
布
手

校 

巻
七
‐
一
〇 

箕
山
手
校
／
本
門
寺
本
は
日
義
自
筆
に
て
こ
の
副
本
の
原
本
也
。

世
に
本
門
寺
本
と
い
ふ
／
も
の
之
也
／
小
宮
昌
世
の
序
文
は
大
石
寺
と
本
門
寺
と
を
混

同
し
て
同
一
と
見
た
り
。
故
に
又
／
屋
代
弘
賢
そ
の
誤
を
踏
襲
せ
り
。
さ
れ
ど
両
寺
は

全
く
別
也
／
予
今
夏
大
石
寺
及
び
本
門
寺
に
て
調
査
せ
し
に
本
門
寺
に
は
原
本
副
本
共

／
存
候 
大
石
寺
に
は
今
無
之 

大
正
十
五
年
九
月
十
六
日
記
（
印
記
欠
）
／
内
閣
文

庫
の
天
文
本
は
即
ち
本
門
寺
本
の
原
本
（
日
義
筆
）
と
同
物
也
」 

一
三
一
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表
紙
右
肩
・
各
冊
本
文
冒
頭
と
本
文
末
尾
に
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
朱
印
あ
り
。
表

紙
は
唐
草
文
様
の
型
押
で
、
全
体
的
に
状
態
が
良
い
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
～
⑩
「
曾
我
物
語 

一
（
三
・
五
・
七
・
十
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽

（
一
六
・
七
糎
×
三
・
〇
糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
曾
我
物
語
」 

表
紙
・
縹
色
地
唐
草
文
様
型
押
表
紙
（
二
六
・
三
糎
×
一
八
・
五
糎
） 

料
紙
・
斐
楮
混
ぜ
漉
き 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
〇
・
五
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
四
五
丁
、
②
三
九
丁
、
③
四
〇
丁
、
④
三
九
丁
、
⑤
四
八
丁 

印
記
・
表
紙
・
各
冊
本
文
冒
頭
・
末
尾
「
昌
平
坂
学
問
所
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
の
写
年
・
書
写
者
と
も
に
不
明
。
屋
代
弘
賢
の
識
語
の
年
記
が
天
保
五

年
な
の
で
、
少
な
く
と
も
そ
の
後
に
な
る
。 

 
 

 

【
六
六
】
曾
我
物
語 

刊
年
不
明 

一
二
冊 

内
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
一
〇
］ 

  

本
資
料
は
曾
我
兄
弟
の
仇
討
ち
を
描
い
た
『
曽
我
物
語
』
の
刊
本
で
、
全
一
二
巻
一

二
冊
。
袋
綴
。 

 

本
文
部
分
は
、
江
戸
時
代
に
一
般
的
に
流
布
し
て
い
た
版
本
と
見
ら
れ
る
。
漢
字
平

仮
名
混
じ
り
。 

表
紙
は
紺
地
に
金
泥
で
秋
草
文
様
を
描
い
た
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。
見
返
し
も
雲
母

引
き
の
料
紙
に
銀
切
箔
を
散
ら
し
た
も
の
。
題
簽
に
も
冊
に
よ
っ
て
は
金
砂
子
が
用
い

ら
れ
て
い
る
（
③
⑧
⑨
の
題
簽
は
横
刷
毛
目
で
別
筆
の
た
め
後
補
と
考
え
ら
れ
る
）。
表

紙
は
も
と
も
と
別
の
写
本
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
本
資
料
に
転
用
し
た
も
の
と

想
像
さ
れ
る
。 

 

各
冊
と
も
一
オ
に
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
太
政
官
文
庫
」「
明
治
九
年
購
求
」
の

印
、
ま
た
本
文
冒
頭
に
「
日
本
政
府
図
書
」、
本
文
末
尾
に
同
印
と
「
大
日
本
帝
国
図
書

印
」
が
あ
る
。
こ
の
印
記
に
よ
れ
ば
、
本
資
料
は
明
治
九
年
に
政
府
に
よ
っ
て
購
入
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
②
④
⑤
⑥
⑦
⑩
⑪
⑫
「
曾
我
物
語 

巻
第
一
（
～
巻
第
十
二
）」
左
肩
砥

粉
色
地
金
砂
子
料
紙
題
簽
（
一
七
・
二
糎
×
三
・
七
糎
）、
③
⑧
⑨
「「
曾
我
物
語 

巻
第
三
（
巻
第
八
・
巻
第
九
）」
左
肩
横
刷
毛
目
料
紙
題
簽
（
一
七
・
三
糎
×
三
・

七
糎
） 

内
題
・「
曾
我
物
語
」 

表
紙
・
紺
地
金
泥
秋
草
文
様
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

遊
紙
・
一
丁 

扉
・
な
し 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
七
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
一
・
七
糎
×
一
七
・
〇
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
五
二
丁
、
②
三
四
丁
、
③
三
〇
丁
、
④
三
五
丁
、
⑤
四
六
丁
、
⑥

一
三
二
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三
三
丁
、
⑦
三
六
丁
、
⑧
三
七
丁
、
⑨
三
三
丁
、
⑩
二
四
丁
、
⑪
二
〇
丁
、
⑫
二

一
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
太
政
官
文
庫
」「
明
治
九
年
購
求
」 

 
 
 
 
 

二
オ
「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 
 
 

本
文
末
尾
「
日
本
政
府
図
書
」「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
は
刊
記
が
な
く
、
刊
年
・
刊
行
者
に
つ
い
て
は
不
明
。 

 
 

 

【
六
七
】
曾
我
物

談
〔
マ
マ
〕 

元
禄
五
年
刊 
五
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 
［
請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
〇
一
七
］ 

  

本
資
料
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
曾
我
物
語
』
の
版
本
で
、
漢

字
片
仮
名
混
じ
り
の
本
文
を
持
つ
。
袋
綴
。
全
一
二
巻
五
冊
。 

 

外
題
は
①
～
④
ま
で
欠
け
て
お
り
、
②
～
④
は
打
付
書
。
⑤
の
み
砥
粉
色
の
料
紙
（
一

八
・
〇
糎
×
三
・
八
糎
）
に
「
曽
我
物
語 

五
」
と
墨
書
し
て
あ
る
。
内
題
は
「
曾
我

物
談
」
と
な
っ
て
お
り
、
目
録
書
名
は
こ
の
内
題
に
基
づ
い
て
い
る
。 

 

本
資
料
は
各
冊
の
末
尾
に
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
、
お
よ
び
「
文
化
戊
辰
」
の

朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
資
料
は
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
昌
平

坂
学
問
所
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

裏
見
返
し
の
左
下
に
「
中
村
八
」
と
墨
書
あ
り
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
一
部
欠
、
②
～
④
「
曾
我
物
語 

二
（
～
四
）」
左
肩
打
付
墨
書
、
⑤
「
曾

我
物
語 

五
」
左
肩
砥
粉
色
料
紙
題
簽
（
一
八
・
〇
糎
×
三
・
八
糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
曾
我
物
談
」 

表
紙
・
香
色
波
文
艶
出
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

行
数
・
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
二
・
〇
糎
×
一
五
・
五
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
二
一
丁
、
②
二
四
丁
、
③
二
〇
丁
、
④
二
三
丁
、
⑤
二
四
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
大
学
蔵
書
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」 

 
 
 
 
 

本
文
末
尾
「
昌
平
坂
学
問
所
」（
墨
印
）「
文
化
戊
辰
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

⑤
二
四
ウ
の
刊
記
は
以
下
の
通
り
。 

「
元
禄
五
年
壬
申
正
月
吉
日
／
京
師
書
林
／
躍
鯉
堂
梓
刊
」 

 

刊
行
者
は
京
の
書
肆
で
あ
る
大
井
躍
鯉
堂
の
こ
と
。 

 
 

 

【
六
八
】
義
経
記 

江
戸
時
代
初
期
か 

三
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
〇
四
‐
〇
一
三
八
］ 

  
本
資
料
は
源
義
経
の
生
涯
を
描
い
た
軍
記
物
語
『
義
経
記
』
の
写
本
。
一
般
的
に
『
義

経
記
』
は
全
八
巻
だ
が
、
本
資
料
の
場
合
は
巻
三
ま
で
し
か
現
存
せ
ず
、
全
三
冊
。 

 

紺
色
の
帙
（
二
九
・
三
糎
×
二
二
・
五
糎
×
五
・
五
糎
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
帙
は
ご
く
近
年
の
も
の
で
あ
る
。
左
肩
に
無
地
の
料
紙
の
題
簽
（
二
〇
・
三
糎
×

四
・
〇
糎
）
で
「
義
経
記
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。 

一
三
三
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表
紙
は
金
茶
色
布
目
型
押
で
、
題
簽
は
第
一
冊
目
の
み
欠
。
左
肩
に
打
付
書
さ
れ
て

い
る
。 

 

本
資
料
は
各
冊
の
一
丁
目
に
「
和
学
講
談
所
」
の
印
が
あ
り
、
和
学
講
談
所
旧
蔵
書

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
「
義
経
記 

一
」
題
簽
欠
、
左
肩
打
付
墨
書
、
②
③
「
義
経
記 

二
（
～

三
尾
闕
）」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
二
一
・
〇
糎
×
五
・
〇
糎
） 

内
題
・「
義
経
記
」 

表
紙
・
金
茶
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
八
・
五
糎
×
二
二
・
〇
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
三
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
五
七
丁
、
②
五
〇
丁
、
③
五
七
丁 

印
記
・
①
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」

「
浅
草
文
庫
」 

 
 
 

②
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」 

 
 
 

②
二
オ
「
浅
草
文
庫
」 

 
 
 

③
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
和
学
講
談
所
」「
浅
草
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 
 

本
資
料
の
写
年
・
書
写
者
に
関
し
て
は
不
明
。
江
戸
時
代
初
期
か
。 

 
 

 

【
六
九
】
義
経
記 

寛
文
一
〇
年
刊 

八
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
〇
四
四
‐
〇
〇
〇
三
］ 

 

拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
絵
入
り
本
解
題
①
」（『
北
の
丸
』
四
五
号
、
二
〇
一
二
年
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。 

 
 

 【
七
〇
】
太
平
記 

天
正
六
年
写 

四
一
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
一
〇
〇
‐
〇
〇
〇
二
］ 

  

本
資
料
は
南
北
朝
時
代
の
動
乱
を
描
い
た
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
の
写
本
で
、
天
正

六
年
（
一
五
七
八
）
の
奥
書
を
持
つ
も
の
。
通
称
を
「
野
尻
本
」
あ
る
い
は
「
内
閣
文

庫
本
」
と
称
す
る
。
全
四
二
巻
の
う
ち
、
巻
三
を
欠
き
、
巻
八
は
補
写
。
石
清
水
八
幡

宮
に
関
す
る
別
本
一
冊
を
加
え
て
、
全
四
二
巻
四
一
冊
。 

 

『
太
平
記
』
は
後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕
か
ら
楠
木
正
成
の
活
躍
、
そ
し
て
そ
の
後
実
権

を
握
る
足
利
氏
の
内
紛
な
ど
鎌
倉
幕
府
か
ら
室
町
幕
府
へ
と
移
り
変
わ
る
時
代
の
混
乱

を
描
い
た
軍
記
物
語
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
全
四
〇
巻
で
、
成
立
年
代
・
作
者
と
も
に

は
っ
き
り
し
な
い
。
諸
本
は
お
よ
そ
三
系
統
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
諸
説
あ

っ
て
決
着
を
見
な
い
。 

『
太
平
記
』
は
故
事
の
引
用
が
多
く
、
先
行
す
る
軍
記
物
語
で
あ
る
『
平
家
物
語
』

に
比
べ
、
衒
学
的
で
文
学
的
に
劣
る
と
い
う
評
価
を
受
け
が
ち
だ
が
、
中
世
当
時
の
故

事
・
説
話
を
網
羅
し
て
お
り
、
実
用
的
な
側
面
も
強
く
、
近
世
に
は
史
書
・
兵
法
書
に

準
じ
る
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
後
世
に
与
え
た
影
響
は
多
大
で
、
軍
記
物
語
と
し
て
は

『
平
家
物
語
』
と
双
璧
を
な
す
存
在
で
あ
る
。 

本
資
料
の
各
冊
末
尾
に
は
、
書
写
者
で
あ
る
野
尻
慶
景
の
自
筆
奥
書
が
あ
り
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
本
資
料
は
、
出
雲
大
社
の
社
家
で
あ
る
千
家
義
広
所
蔵
本
を
借
り
て
移
し

た
も
の
。
複
数
の
筆
跡
が
見
ら
れ
、
数
人
に
よ
る
寄
り
合
い
書
き
で
あ
る
。
奥
書
に
よ

一
三
四
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れ
ば
お
よ
そ
一
〇
日
間
で
書
き
写
し
た
と
あ
る
。巻
八
の
み
、江
戸
時
代
初
期
の
補
写
。 

本
資
料
は
紅
葉
山
文
庫
の
旧
蔵
書
で
、『
重
訂
御
書
籍
来
歴
志
』
に
記
載
が
あ
る
。
ま
た

校
訂
の
付
箋
が
各
所
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
天
正
太
平
記 

一
（
～
四
二
）」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
七
・
八
糎
×

三
・
五
糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
太
平
記
」 

表
紙
・
金
茶
色
地
横
刷
毛
目
表
紙
（
二
七
・
〇
×
一
九
・
八
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
三
六
丁
、
②
四
七
丁
、
③
四
六
丁
、
④
三
〇
丁
、
⑤
二
九
丁
、
⑥

二
三
丁
、
⑦
三
八
丁
、
⑧
四
六
丁
、
⑨
四
五
丁
、
⑩
三
三
丁
、
⑪
四
七
丁
、
⑫
四

四
丁
、
⑬
五
一
丁
、
⑭
三
六
丁
、
⑮
四
六
丁
、
⑯
六
六
丁
、
⑰
六
一
丁
、
⑱
三
二

丁
、
⑲
三
五
丁
、
⑳
三
九
丁
、
㉑
二
六
丁
、
㉒
二
四
丁
、
㉓
四
五
丁
、
㉔
六
〇
丁
、

㉕
五
八
丁
、
㉖
二
二
丁
、
㉗
四
二
丁
、
㉘
四
一
丁
、
㉙
三
四
丁
、
㉚
三
九
丁
、
㉛

三
六
丁
、
㉜
四
九
丁
、
㉝
三
一
丁
、
㉞
三
五
丁
、
㉟
四
三
丁
、
㊱
四
六
丁
、
㊲
二

六
丁
、
㊳
四
〇
丁
、
㊴
四
五
丁
、
㊵
一
七
丁
、
㊶
二
二
丁 

印
記
・
各
冊
本
文
冒
頭
「
秘
閣
図
書
之
章
」「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

⑩
三
三
オ
「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
各
冊
末
尾
に
ほ
ぼ
同
内
容
の
自
筆
奥
書
が
あ
る
。
書
写
者
は
「
野

尻
蔵
人
佐
」「
源
慶
景
」
と
署
名
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
野
尻
慶
景
の
こ
と
。

「
雲
州
三
沢
」（
現
在
の
島
根
県
奥
出
雲
町
）
の
住
人
と
記
載
す
る
。
年
記
は
「
天

正
六
」
と
あ
る
。 

 
 

 
 【
七
一
】
太
平
記 

慶
長
一
四
年
刊 

四
〇
冊 

町
田
久
成
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
六
二
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
の
古
活
字
版
で
、
漢
字
ひ
ら
が
な
混
じ
り
文
で
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
は
最
初
期
の
も
の
に
相
当
す
る
。
袋
綴
。
四
〇
巻
四
〇
冊
。 

 

本
資
料
は
一
〇
冊
ず
つ
四
つ
の
帙
に
分
け
ら
れ
て
収
納
さ
れ
て
い
る
。帙
は
紺
色
で
、

大
き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
①
二
八
・
五
糎
×
二
〇
・
五
糎
×
九
・
〇
糎
、
②
二
八
・
五
糎
×

二
〇
・
五
糎
×
一
〇
・
〇
糎
、
③
二
八
・
五
糎
×
二
〇
・
五
糎
×
八
・
〇
糎
、
④
二
八
・

五
糎
×
二
〇
・
五
糎
×
八
・
〇
糎
。
左
肩
に
無
地
の
料
紙
で
題
簽
（
①
～
④
二
〇
・
七

糎
×
三
・
七
糎
）
あ
り
。
そ
れ
ぞ
れ
①
「
太
平
記 

慶
長
十
四
年
古
活 

元
」、
②
「
太

平
記 

慶
長
十
四
年
古
活 

享
」、
③
「
太
平
記 

慶
長
十
四
年
古
活 

利
」、
④
「
太

平
記 

慶
長
十
四
年
古
活 

貞
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。 

 

表
紙
は
香
色
で
、
雷
文
繋
地
唐
花
文
様
を
艶
出
し
し
た
も
の
。
三
〇
冊
目
の
裏
表
紙

の
み
砥
粉
色
の
無
地
。
外
題
は
左
肩
に
打
付
書
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
資
料
の
各
冊
一
オ
に
は
「
町
田
久
成
献
納
之
章
」
の
印
が
あ
り
、
町
田
久
成
の
旧

蔵
書
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
太
平
記
」
左
肩
打
付
墨
書 

内
題
・「
太
平
記
」 

表
紙
・
香
色
雷
文
繋
唐
花
文
様
艶
出
表
紙
（
二
八
・
〇
糎
×
二
〇
・
〇
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

一
三
五
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字
面
高
さ
・
二
三
・
五
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
三
四
丁
、
②
五
三
丁
、
③
三
八
丁
、
④
四
九
丁
、
⑤
三
二
丁
、
⑥

三
七
丁
、
⑦
四
一
丁
、
⑧
五
〇
丁
、
⑨
五
二
丁
、
⑩
五
八
丁
、
⑪
三
九
丁
、
⑫
五

九
丁
、
⑬
四
六
丁
、
⑭
六
六
丁
、
⑮
五
二
丁
、
⑯
六
六
丁
、
⑰
八
〇
丁
、
⑱
六
六

丁
、
⑲
三
九
丁
、
⑳
四
八
丁
、
㉑
四
五
丁
、
㉒
三
六
丁
、
㉓
三
〇
丁
、
㉔
五
四
丁
、

㉕
三
七
丁
、
㉖
五
九
丁
、
㉗
四
三
丁
、
㉘
四
二
丁
、
㉙
五
二
丁
、
㉚
五
八
丁
、
㉛

四
三
丁
、
㉜
五
五
丁
、
㉝
五
二
丁
、
㉞
四
四
丁
、
㉟
五
四
丁
、
㊱
三
九
丁
、
㊲
四

一
丁
、
㊳
四
九
丁
、
㊴
五
七
丁
、
㊵
二
〇
丁 

印
記
・
各
冊
本
文
冒
頭
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
町
田
久

成
献
納
之
章
」、
①
一
オ
の
み
「
内
閣
文
庫
」
印
あ
り
。 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

㊵
二
〇
オ
～
ウ
に
か
け
て
跋
文
あ
り
。
刊
記
は
「
慶
長
己
酉
」
と
あ
り
、
慶
長

一
四
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
才
雲
判
之
」
と
見
え
る
が
、
刊
行
者
の

才
雲
に
関
し
て
は
伝
未
詳
。 

  
 【

七
二
】
太
平
記 

〔
元
和
二
年
〕
刊 

二
〇
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
一
二
七
‐
〇
〇
〇
一
］ 

  

本
資
料
は
江
戸
時
代
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
太
平
記
』
の
古
活
字
版
。
版
面
か
ら
元

和
二
年
版
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
の
本
文
。
合
冊
さ
れ
て
お
り
、

全
四
〇
巻
二
〇
冊
。 

 

本
資
料
の
表
紙
右
肩
に
は
、
昌
平
坂
学
問
所
の
墨
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
各

冊
本
文
末
に
は
同
墨
印
と
「
文
政
壬
午
」
の
朱
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
政
五
年
に
昌

平
坂
学
問
所
に
新
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。 

 

代
赭
色
の
表
紙
は
、
い
ず
れ
も
経
年
に
よ
る
痛
み
が
見
受
け
ら
れ
る
。
二
〇
冊
と
も

裏
表
紙
は
香
色
の
無
地
に
取
り
換
え
ら
れ
て
い
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
太
平
記
」
左
肩
打
付
墨
書 

内
題
・「
太
平
記
」 

表
紙
・
代
赭
色
表
紙
（
二
七
・
八
糎
×
二
〇
・
〇
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
七
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
二
・
七
糎
×
一
六
・
五
糎
） 

墨
付
丁
数
・
①
五
九
丁
、
②
五
〇
丁
、
③
三
九
丁
、
④
六
四
丁
、
⑤
六
五
丁
、
⑥

五
六
丁
、
⑦
六
八
丁
、
⑧
七
三
丁
、
⑨
八
八
丁
、
⑩
五
三
丁
、
⑪
四
八
丁
、
⑫
四

八
丁
、
⑬
五
八
丁
、
⑭
五
一
丁
、
⑮
五
五
丁
、
⑯
七
〇
丁
、
⑰
六
〇
丁
、
⑱
五
七

丁
、
⑲
五
四
丁
、
⑳
四
六
丁 

印
記
・
表
紙
右
肩
「
昌
平
坂
学
問
所
」（
墨
印
） 

①
一
オ
「
大
学
校
図
書
之
印
」「
浅
草
文
庫
」「
図
書
局
文
庫
」「
日
本
政
府

図
書
」 

①
本
文
末
尾
「
日
本
政
府
図
書
」「
昌
平
坂
学
問
所
」「
図
書
局
文
庫
」「
文

政
壬
午
」 

②
～
⑳
一
オ
「
大
学
校
図
書
之
印
」「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」 

③
～
⑳
本
文
末
尾
「
昌
平
坂
学
問
所
」「
文
政
壬
午
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

本
資
料
に
は
刊
記
が
な
い
た
め
、
刊
年
・
刊
行
者
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な

い
。
た
だ
し
、
印
刷
面
や
活
字
か
ら
判
断
す
る
に
元
和
二
年
版
と
推
定
さ
れ
る
。 

一
三
六

中
世
文
学
資
料
解
題
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『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



【
七
三
】
太
平
記 

元
和
八
年
刊 

二
一
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
六
六
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
の
刊
本
で
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
刊
行
さ

れ
た
も
の
。
全
四
〇
巻
に
剣
巻
を
加
え
、
さ
ら
に
合
冊
し
て
全
四
一
巻
二
一
冊
。
袋
綴
。 

 

第
一
冊
目
が
「
目
録
」
と
「
剣
巻
」
で
、
第
二
冊
目
か
ら
本
文
。
全
体
に
状
態
は
良

く
な
く
、
四
一
冊
目
は
特
に
水
損
の
跡
が
目
立
つ
。 

 

本
文
は
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
で
、
ふ
り
が
な
付
き
。
整
版
で
あ
る
。 

 

香
色
の
帙
に
そ
れ
ぞ
れ
一
一
冊
と
一
〇
冊
に
分
け
て
収
納
さ
れ
て
い
る
。
①
～
⑪
ま

で
収
納
さ
れ
て
い
る
帙
は
、
大
き
さ
二
七
・
〇
糎
×
二
〇
・
〇
糎
×
一
二
・
〇
糎
で
、

左
肩
に
無
地
の
題
簽
（
一
九
・
〇
糎
×
三
・
五
糎
）
で
「
太
平
記 

元
和
八
刊 

坤
」

と
出
し
て
あ
る
。
⑫
～
㉑
が
収
納
さ
れ
て
い
る
帙
は
大
き
さ
が
二
七
・
〇
糎
×
二
〇
・

〇
糎
×
一
〇
・
五
糎
で
、
同
筆
で
「
太
平
記 

元
和
八
刊 

乾
」
と
題
簽
あ
り
。
帙
お

よ
び
そ
の
題
簽
は
後
補
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
題
簽
を
貼
付
す
る
段
階
で
乾
坤
が
反
対
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

表
紙
は
帙
よ
り
も
濃
い
香
色
の
無
地
で
、
右
肩
に
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
が
あ

る
。
た
だ
し
、
①
②
⑥
⑩
⑪
の
五
冊
に
つ
い
て
は
墨
印
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
表

紙
を
新
し
い
も
の
に
取
り
換
え
た
た
め
と
想
像
さ
れ
る
。
題
簽
も
ほ
と
ん
ど
が
脱
落
し

て
い
て
、
多
く
が
左
肩
に
打
付
書
。
⑯
⑳
㉑
の
み
四
周
双
辺
の
刷
題
簽
（
い
ず
れ
も
一

部
欠
）
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
後
補
で
あ
る
。 

 

各
冊
本
文
末
尾
に
は
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
と
「
文
政
戊
寅
」
の
朱
印
あ
り
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
資
料
が
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
昌
平
坂
学
問
所
に
新
収
さ
れ

た
も
の
と
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
～
⑮
⑰
～
⑳
「
太
平
記 

目
録
／
剣
巻
（
一
／
二
～
四
十
五
／
四
十
六
）」

左
肩
打
付
墨
書
、
⑯
⑳
㉑
「
太
平
記 

二
十
九
／
三
十
（
三
十
七
／
三
十
八
・
三

十
九
／
四
十
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
部
欠
）
に
墨
書 

内
題
・「
太
平
記
」 

表
紙
・
香
色
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
七
糎 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
一
・
七
糎
×
一
六
・
五
糎
）、
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
四
二
丁
、
②
五
一
丁
、
③
四
一
丁
、
④
四
二
丁
、
⑤
五
六
丁
、
⑥

六
九
丁
、
⑦
五
八
丁
、
⑧
七
一
丁
、
⑨
七
七
丁
、
⑩
九
三
丁
、
⑪
五
六
丁
、
⑫
五

一
丁
、
⑬
五
一
丁
、
⑭
六
一
丁
、
⑮
五
四
丁
、
⑯
五
八
丁
、
⑰
六
三
丁
、
⑱
六
三

丁
、
⑲
六
〇
丁
、
⑳
五
七
丁
、
㉑
四
九
丁 

印
記
・
①
一
オ
「
大
学
蔵
書
」「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」
不

明
墨
印
（
一
・
五
糎
×
〇
・
八
糎
） 

②
一
オ
「
大
学
蔵
書
」「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
子
」

「
未
」（
墨
印
） 

③
～
㉑
一
オ
「
大
学
蔵
書
」「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」 

③
～
⑤
⑦
～
⑨
⑫
～
㉑
表
紙
左
肩
「
昌
平
坂
学
問
所
」 

各
冊
末
尾
「
昌
平
坂
学
問
所
」「
文
政
戊
寅
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

㉑
四
〇
オ
に
跋
文
あ
り
。
刊
記
は
次
の
通
り
。 

「
于
時
元
和
八
壬
戌
臘
月
吉
辰
／
洛
下
三
条
東
洞
院
諏
訪
町
／
杉
田
良
庵
玄
与

（
印
）」 

  
 

一
三
七

中
世
文
学
資
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題
②

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



【
七
四
】
太
平
記 

写
年
不
明 

四
〇
冊 

林
家
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
六
三
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
の
写
本
で
、
林
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
。
袋

綴
。
全
四
〇
巻
四
〇
冊
。 

 

本
資
料
に
は
、
や
や
場
所
の
違
い
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
各
冊
一
オ
に
「
林
氏
蔵
書
」

「
浅
草
文
庫
」「
大
学
校
図
書
之
記
」（「
大
学
蔵
書
」）「
日
本
政
府
図
書
」
の
印
が
あ
り
、

ま
た
表
紙
お
よ
び
本
文
末
尾
に
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

本
資
料
は
、
林
家
の
所
蔵
か
ら
昌
平
坂
学
問
所
に
移
り
、
の
ち
政
府
の
所
蔵
と
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。 

 

本
資
料
の
表
紙
に
は
す
べ
て
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
印
が
見
え
る
が
、
表
紙
や
外
題

に
つ
い
て
は
冊
次
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
昌
平
坂
学
問
所
の
収
蔵
と
な
っ
た
時

点
で
す
で
に
、
表
紙
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
分
類
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。 

（
ア
） 

香
色
表
紙
（
二
六
・
七
糎
×
二
〇
・
八
糎
）
に
左
肩
打
付
墨
書
「
太
平
記
巻

第
一
（
～
第
三
十
九
）」
…
①
②
⑳
㉖
㉛
㊲
㊴ 

（
イ
） 

同
表
紙
に
別
筆
で
左
肩
打
付
墨
書
「
太
平
記 

三
（
～
三
十
八
）」
…
③
⑧

⑨
⑬
㉑
㉒
㉟
㊳ 

（
ウ
） 

同
表
紙
に
縹
色
題
簽
（
一
六
・
五
糎
×
三
・
〇
糎
）
に
墨
書
「
太
平
記 
巻

第
十
二
（
～
廿
七
）」
…
⑫
⑳
㉖
㉖
㉗ 

（
エ
） 

同
表
紙
、
外
題
欠
…
⑦
⑪ 

（
オ
） 

代
赭
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
二
〇
・
七
糎
）
に
縹
色
題
簽
（
一
六
・
五
糎

×
三
・
二
糎
）
に
墨
書
「
太
平
記 

巻
第
廿
四
（
～
丗
四
）」
…
㉔
㉕
㉙
㉚
㉜
㉞ 

（
カ
） 

同
表
紙
に
砥
粉
色
地
雲
文
題
簽
（
一
六
・
八
糎
×
三
・
二
糎
）
に
墨
書
「
太

平
記 

四
」
…
④ 

（
キ
） 

同
表
紙
に
左
肩
打
付
墨
書
「
太
平
記 

六
（
～
第
十
七
）」（
⑤
「
五
」、
㊱

「
三
十
六
」）
…
⑤
⑥
⑩
⑯
⑰
㊱ 

（
ク
） 

同
表
紙
に
外
題
欠
…
⑦
⑪
⑱
⑲
㉓
㉘
㉝ 

（
ケ
） 

縹
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
二
〇
・
八
糎
）
に
左
肩
打
付
墨
書
「
太
平
記 

巻

四
十
」
…
㊵ 

 

本
資
料
は
一
般
的
に
は
甲
・
乙
・
丙
・
丁
の
四
種
の
う
ち
、
甲
類
に
分
類
さ
れ
る
写

本
で
一
般
的
に
内
閣
文
庫
本
と
呼
ば
れ
る
写
本
で
あ
る
。 

本
資
料
㉒
一
ウ
に
以
下
の
よ
う
な
墨
書
あ
り
。 

「
古
本
并
／
薩
摩
本
二
十
二
之
巻
欠
／
此
一
冊
以
新
板
本
補
之
然
与
古
本
二
十
三
之

巻
／
重
復
又
有
異
同
」 

 

本
資
料
は
冊
次
毎
に
筆
跡
が
異
な
っ
て
お
り
、
複
数
人
に
よ
る
書
写
で
あ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
前
述
の
通
り 

内
題
・「
太
平
記
」 

表
紙
・
前
述
の
通
り 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
三
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
二
三
丁
、
②
四
〇
丁
、
③
二
九
丁
、
④
三
三
丁
、
⑤
二
三
丁
、
⑥

二
七
丁
、
⑦
三
〇
丁
、
⑧
三
九
丁
、
⑨
四
〇
丁
、
⑩
三
九
丁
、
⑪
二
七
丁
、
⑫
五

一
丁
、
⑬
三
三
丁
、
⑭
五
二
丁
、
⑮
四
五
丁
、
⑯
三
八
丁
、
⑰
五
九
丁
、
⑱
四
九

丁
、
⑲
二
八
丁
、
⑳
三
七
丁
、
㉑
三
五
丁
、
㉒
二
五
丁
、
㉓
二
四
丁
、
㉔
二
四
丁
、

㉕
三
七
丁
、
㉖
五
七
丁
、
㉗
五
二
丁
、
㉘
三
二
丁
、
㉙
三
九
丁
、
㉚
三
二
丁
、
㉛

三
六
丁
、
㉜
四
三
丁
、
㉝
三
二
丁
、
㉞
三
三
丁
、
㉟
四
四
丁
、
㊱
四
〇
丁
、
㊲
二

一
三
八
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五
丁
、
㊳
二
六
丁
、
㊴
四
〇
丁
、
㊵
三
五
丁 

印
記
・
各
冊
表
紙
「
昌
平
坂
学
問
所
」 

各
冊
冒
頭
「
林
氏
蔵
書
」「
浅
草
文
庫
」「
大
学
校
図
書
之
記
」（「
大
学
蔵
書
」）「
日

本
政
府
図
書
」 

 
 
 

各
冊
末
尾
「
図
書
局
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」「
昌
平
坂
学
問
所
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
の
写
年
・
書
写
者
に
関
し
て
は
不
明
。
江
戸
時
代
初
期
か
。 

 
 

 

【
七
五
】
太
平
記 

天
和
元
年
刊 

二
一
冊 

旧
蔵
者
不
明
［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
六
七
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
の
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
版
。
四
〇
巻
に
「
剣

巻
」
を
加
え
、
全
四
一
巻
二
一
冊
。
袋
綴
。 

 

本
文
は
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
で
、
ふ
り
が
な
付
き
。
毎
半
葉
一
四
行
。 

 

本
資
料
は
各
冊
一
オ
に
「
太
政
官
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」
の
捺
印
が
あ
る
が
、
ほ

か
に
蔵
書
印
は
見
当
た
ら
ず
、
旧
蔵
者
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 

目
録
書
名
に
括
弧
書
き
で
「
新
刻
太
平
記
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
資
料
の
外
題
を

採
っ
た
も
の
。
四
周
双
辺
の
刷
題
簽
で
、
角
書
に
「
新
刻
」
と
あ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
新
刻
／
太
平
記 

目
録
并
剣
巻
（
～
丗
九
之
四
十
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷

題
簽
（
一
八
・
五
糎
×
三
・
八
糎
）（
②
の
み
題
簽
が
脱
落
し
て
お
り
、
そ
の
あ
と

に
墨
書
で
「
太
平
」
と
あ
り
） 

内
題
・「
太
平
記
」 

表
紙
・
紺
色
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
四
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
二
糎 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
二
・
二
糎
×
一
六
・
七
糎
）、
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
四
一
丁
、
②
三
九
丁
、
③
三
八
丁
、
④
三
二
丁
、
⑤
四
二
丁
、
⑥

五
〇
丁
、
⑦
四
一
丁
、
⑧
五
二
丁
、
⑨
五
六
丁
、
⑩
六
八
丁
、
⑪
四
二
丁
、
⑫
三

九
丁
、
⑬
三
八
丁
、
⑭
四
七
丁
、
⑮
四
一
丁
、
⑯
四
五
丁
、
⑰
四
九
丁
、
⑱
四
八

丁
、
⑲
四
六
丁
、
⑳
四
三
丁
、
㉑
三
七
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
太
政
官
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

㉑
三
七
オ
の
刊
記
は
以
下
の
通
り
。 

「
于
時
天
和
元
歳 

丸
屋
源
兵
衛
／
辛
酉
霜
月
吉
辰 

金
屋
長
兵
衛
／
開
板
」 

 

丸
屋
源
兵
衛
は
京
の
書
肆
で
、
本
姓
瀬
尾
氏
。
奎
文
館
。
金
屋
長
兵
衛
も
京
の

書
肆
で
、
天
和
頃
は
二
条
に
店
を
構
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
の
ち
観
世
・
金
剛

の
謡
本
を
独
占
出
版
し
、
家
元
直
結
の
版
元
と
な
る
（
現
在
の
檜
書
店
）。 

 
 

 

【
七
六
】
太
平
記 

刊
年
不
明 

一
九
冊 

元
老
院
旧
蔵 

［
請
求
番
号
一
六
七
‐
〇
〇
六
九
］ 

  
本
資
料
は
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
の
版
本
で
、
前
掲
の
天
和
元
年
版
の
後
印
と
想
定

さ
れ
る
も
の
。
四
〇
巻
に
剣
巻
を
加
え
、
全
四
一
巻
一
九
冊
。
袋
綴
。 

 

本
資
料
は
前
掲
資
料
と
同
版
だ
が
、
版
木
の
摩
滅
の
程
度
か
ら
見
て
本
資
料
は
後
印

と
考
え
ら
れ
る
。
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
の
本
文
、
ふ
り
が
な
付
き
。
毎
半
葉
一
四
行
。 

 

表
紙
と
題
簽
は
す
べ
て
後
補
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
三
九
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本
資
料
の
各
冊
冒
頭
と
本
文
末
尾
に
は
、
旧
蔵
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
本
鉄
」（
楕

円
型
陽
刻
墨
印
、
二
・
五
糎
×
二
・
〇
糎
）
の
印
あ
り
。
貸
本
屋
か
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
太
平
記 

序 

目
録
（
～
丗
九 

四
十
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一

八
・
五
糎
×
三
・
五
糎
）
に
墨
書 

内
題
・「
太
平
記
」 

表
紙
・
香
色
表
紙
（
二
五
・
〇
糎
×
一
八
・
八
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
四
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

匡
郭
・
四
周
双
辺
（
二
二
・
〇
糎
×
一
六
・
七
糎
）、
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
四
一
丁
、
②
九
九
丁
、
③
二
二
丁
、
④
一
〇
六
丁
、
⑤
四
三
丁
、

⑥
五
二
丁
、
⑦
五
六
丁
、
⑧
六
八
丁
、
⑨
四
一
丁
、
⑩
三
九
丁
、
⑪
三
八
丁
、
⑫

四
七
丁
、
⑬
四
一
丁
、
⑭
四
五
丁
、
⑮
四
九
丁
、
⑯
四
八
丁
、
⑰
四
六
丁
、
⑱
四

三
丁
、
⑲
三
七
丁 

印
記
・
各
冊
冒
頭
「
元
老
院
図
書
記
」「
太
政
官
文
庫
」「
本
鉄
」（
楕
円
型
陽
刻
墨

印
、
二
・
五
糎
×
二
・
〇
糎
） 

 
 

各
冊
末
尾
「
内
閣
文
庫
」「
本
鉄
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

⑲
三
七
オ
に
以
下
の
刊
記
あ
り
。 

「
于
時
天
和
元
歳 

丸
屋
源
兵
衛
／
辛
酉
霜
月
吉
辰 

金
屋
長
兵
衛
／
開
板
」 

 
 

 
 【
七
七
】
太
平
記 

貞
享
五
年
刊 

二
一
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵 

［
請
求
番
号
特
〇
二
八
‐
〇
〇
〇
六
］ 

 

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
の
貞
享
五
年
版
。
全
四
〇
巻
に
剣
巻
を
加
え
、
全

四
一
巻
二
一
冊
。
袋
綴
。 

漢
字
片
仮
名
混
じ
り
の
本
文
に
ふ
り
が
な
付
き
。
毎
半
葉
一
二
行
（
①
剣
巻
は
一
一

行
）
で
、
前
掲
の
天
和
元
年
版
と
異
な
り
、
匡
郭
は
四
周
単
辺
（
二
二
・
二
糎
×
一
六
・

七
）
で
あ
る
。 

本
資
料
の
各
冊
一
オ
に
は
「
秘
閣
図
書
之
章
」
の
印
が
あ
り
、
紅
葉
山
文
庫
の
旧
蔵

書
と
推
定
さ
れ
る
。
表
紙
は
改
装
後
補
だ
が
、
題
簽
は
元
の
ま
ま
か
。
外
題
は
「
新
刻

／
太
平
記 

目
録
并
剣
巻
（
～
丗
九
之
四
十
）」
と
あ
り
、「
新
刻
」
は
角
書
。 

ほ
か
の
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
に
見
ら
れ
る
、
真
新
し
い
縹
色
の
表
紙
で
、
状
態
は
全
体
的

に
極
め
て
良
好
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
新
刻
／
太
平
記 

目
録
并
剣
巻
（
～
丗
九
之
四
十
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷

題
簽
（
一
九
・
〇
糎
×
三
・
九
糎
） 

内
題
・「
太
平
記
」 

表
紙
・
縹
色
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

見
返
し
・
①
「
日
本
政
府
図
書
」
蔵
書
票
貼
付 

遊
紙
・
各
冊
一
丁 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
毎
半
葉
一
二
行
（
①
毎
半
葉
一
一
行
） 

字
面
高
さ
・
二
二
・
二
糎 

匡
郭
・
四
周
単
辺
（
二
二
・
二
糎
×
一
六
・
七
糎
）、
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
四
六
丁
、
②
五
九
丁
、
③
五
三
丁
、
④
四
四
丁
、
⑤
五
六
丁
、
⑥

六
九
丁
、
⑦
五
八
丁
、
⑧
八
二
丁
、
⑨
七
七
丁
、
⑩
九
四
丁
、
⑪
五
七
丁
、
⑫
五

三
丁
、
⑬
五
一
丁
、
⑭
六
一
丁
、
⑮
五
四
丁
、
⑯
五
八
丁
、
⑰
六
四
丁
、
⑱
六
三

一
四
〇
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丁
、
⑲
六
〇
丁
、
⑳
五
七
丁
、
㉑
四
九
丁 

印
記
・
各
冊
冒
頭
「
秘
閣
図
書
之
章
」 

 
 
 

②
一
オ
「
秘
閣
図
書
之
章
」「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

㉑
四
九
ウ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

㉑
四
九
ウ
に
以
下
の
通
り
、
刊
記
あ
り
。 

「
于
時
貞
享
五
戊
辰
年
／
孟
春
吉
辰 

新
刊
／
重
而
加
校
正
畢 

寺
町
通
二
条

下
町
／
中
村
五
兵
衛
」 

 

中
村
五
兵
衛
は
京
の
書
肆
で
、
号
を
桐
花
堂
。
日
蓮
宗
の
仏
書
を
多
く
出
版
し

て
い
る
。 

 
 

 

【
七
八
】
参
考
太
平
記 

元
禄
四
年
刊 

四
一
冊 

元
老
院
旧
蔵 

［
請
求
番
号
二
六
七
‐
〇
〇
三
三
］ 

  

本
資
料
は
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
の
注
釈
書
で
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
。
全
四
一
巻
四
一
冊
。
袋
綴
。 

 

『
参
考
太
平
記
』
は
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
た
め
、
徳
川
光
圀
の
命
に
よ
っ
て
『
参

考
保
元
物
語
』『
参
考
平
治
物
語
』『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
と
と
も
に
、
水
戸
彰
考
館
の

今
井
弘
済
・
内
藤
貞
顕
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
太
平
記
』
の
異
本
九
部
と

刊
本
の
合
わ
せ
て
一
〇
部
を
比
較
検
討
し
、
校
訂
・
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

数
部
が
現
在
行
方
不
明
と
な
っ
て
お
り
、
本
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
伝
わ
っ

て
い
る
。 

①
「
首
巻
」
に
は
詳
細
な
凡
例
が
載
る
。
匡
郭
は
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
五
・

〇
糎
）
で
、
有
界
、
毎
半
葉
八
行
。
②
「
巻
一
」
以
降
は
、
匡
郭
は
同
一
だ
が
、
無
界
。

毎
半
葉
九
行
。
注
記
は
本
文
に
小
字
双
行
で
記
載
。 

 

本
資
料
に
は
各
冊
一
オ
に
「
元
老
院
図
書
記
」「
太
政
官
文
庫
」
の
印
が
あ
り
、
元
老

院
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
参
考
太
平
記 

首
巻
（
～
四
十
止
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
九
・

〇
糎
×
三
・
二
糎
） 

内
題
・「
太
平
記
」 

表
紙
・
栗
皮
色
雲
文
艶
出
表
紙
（
二
六
・
〇
糎
×
一
八
・
五
糎
） 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
①
毎
半
葉
八
行
、
②
～
㊶
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

匡
郭
・
①
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
五
・
〇
糎
）、
有
界
、
②
～
㊶
四
周
双
辺

（
二
一
・
〇
糎
×
一
五
・
〇
糎
）、
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
四
六
丁
、
②
五
九
丁
、
③
七
九
丁
、
④
五
九
丁
、
⑤
五
一
丁
、
⑥

四
五
丁
、
⑦
四
五
丁
、
⑧
一
〇
四
丁
、
⑨
六
四
丁
、
⑩
八
二
丁
、
⑪
七
一
丁
、
⑫

五
一
丁
、
⑬
七
八
丁
、
⑭
七
六
丁
、
⑮
九
六
丁
、
⑯
六
九
丁
、
⑰
一
二
五
丁
、
⑱

一
〇
五
丁
、
⑲
七
三
丁
、
⑳
五
四
丁
、
㉑
五
三
丁
、
㉒
八
〇
丁
、
㉓
三
六
丁
、
㉔

三
二
丁
、
㉕
六
二
丁
、
㉖
五
一
丁
、
㉗
七
二
丁
、
㉘
五
四
丁
、
㉙
三
四
丁
、
㉚
六

七
丁
、
㉛
七
〇
丁
、
㉜
六
四
丁
、
㉝
八
二
丁
、
㉞
六
五
丁
、
㉟
四
九
丁
、
㊱
五
六

丁
、
㊲
五
〇
丁
、
㊳
二
四
丁
、
㊴
四
八
丁
、
㊵
九
〇
丁
、
㊶
二
三
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
元
老
院
図
書
記
」「
太
政
官
文
庫
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 
㊶
二
三
ウ
に
四
周
単
辺
（
一
四
・
〇
糎
×
五
・
五
糎
）
の
枠
内
に
、
以
下
の
通

り
、
刊
記
あ
り
。 

「
武
江
書
肆
冨
野
治
左
衛
門
勝
武
／
元
禄
四
辛
未
年
二
月
廿
五
日 

寿
梓
／
京

一
四
一
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兆
書
林
茨
城
多
左
衛
門
方
道
（
印
）」 

 

江
戸
の
冨
野
治
左
衛
門
は
『
参
考
保
元
物
語
』『
参
考
平
治
物
語
』
の
版
元
で
も

あ
る
。
京
の
茨
城
多
左
衛
門
は
、
一
般
的
に
は
小
川
多
左
衛
門
の
こ
と
。
号
は
柳

枝
軒
。
曹
洞
宗
御
用
で
知
ら
れ
、
方
道
は
二
代
目
。 

 
 

 

【
七
九
】
参
考
太
平
記 
元
禄
四
年
刊 

四
一
冊 

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
か 

［
請
求
番
号
：
一
六
七
‐
〇
〇
八
二
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
『
参
考
太
平
記
』
の
同
版
本
。
全
四
一
巻
四
一
冊
。
袋
綴
。 

 

前
掲
資
料
と
同
版
の
た
め
、
版
面
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、
本
資
料
は
第
一
冊
目
の

遊
紙
に
封
面
が
あ
る
（
本
来
は
見
返
し
に
あ
る
べ
き
だ
が
、
改
装
し
た
際
に
遊
紙
に
直

し
た
か
）。
封
面
に
は
、
版
元
の
印
と
魁
星
印
あ
り
。 

 

本
資
料
の
各
冊
冒
頭
に
は
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
書
に
多
い
「
秘
閣
図
書
之
章
」
二
種
が

捺
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
に
も
「
北
国
／
西
源
禅
師
／
卍
字
堂
」（
六
・
五
糎
×
三
・
五

糎
）
の
墨
印
が
あ
り
、
来
歴
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 

状
態
は
前
掲
資
料
よ
り
も
良
好
で
、
版
木
に
も
摩
滅
が
少
な
い
。
た
だ
し
、
題
簽
に

関
し
て
は
冊
次
に
よ
っ
て
は
脱
落
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
①
「
参
考
太
平
記 

首
巻
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
八
・
七
糎
×
三
・

八
糎
）
に
墨
書
、
②
③
⑮
題
簽
欠
、
④
⑤
⑦
～
⑫
⑭
⑰
⑲
㉑
㉒
㉙
～
㉝
㉟
～
㊴
「
参

考
太
平
記 

三
（
～
丗
八
）」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
九
・
三
糎
×
三
・
五
糎
）、

⑬
⑯
⑱
⑳
㉓
～
㉘
㉞
㊵
㊶
題
簽
一
部
欠 

内
題
・「
太
平
記
」 

表
紙
・
代
赭
色
雷
文
繋
艶
出
表
紙
（
二
七
・
五
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
①
封
面
「
江
府
書
肆 

松
雲
斎
（
印
）
／
参
考
太
平
記
／
京
師
書
堂
柳
枝

軒
（
印
）」 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
①
毎
半
葉
八
行
、
②
～
㊶
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
一
・
〇
糎 

匡
郭
・
①
四
周
双
辺
（
二
一
・
〇
糎
×
一
五
・
〇
糎
）、
有
界
、
②
～
㊶
四
周
双
辺

（
二
一
・
〇
糎
×
一
五
・
〇
糎
）、
無
界 

墨
付
丁
数
・
①
四
七
丁
、
②
五
九
丁
、
③
七
九
丁
、
④
五
九
丁
、
⑤
五
一
丁
、
⑥

四
五
丁
、
⑦
四
五
丁
、
⑧
一
〇
四
丁
、
⑨
六
四
丁
、
⑩
八
二
丁
、
⑪
七
一
丁
、
⑫

五
一
丁
、
⑬
七
八
丁
、
⑭
七
六
丁
、
⑮
九
六
丁
、
⑯
六
九
丁
、
⑰
一
二
五
丁
、
⑱

一
〇
五
丁
、
⑲
七
三
丁
、
⑳
五
四
丁
、
㉑
五
三
丁
、
㉒
八
〇
丁
、
㉓
三
六
丁
、
㉔

三
二
丁
、
㉕
六
二
丁
、
㉖
五
一
丁
、
㉗
七
二
丁
、
㉘
五
四
丁
、
㉙
三
四
丁
、
㉚
六

七
丁
、
㉛
七
〇
丁
、
㉜
六
四
丁
、
㉝
八
二
丁
、
㉞
六
五
丁
、
㉟
四
九
丁
、
㊱
五
六

丁
、
㊲
五
〇
丁
、
㊳
二
四
丁
、
㊴
四
八
丁
、
㊵
九
〇
丁
、
㊶
二
三
丁 

印
記
・
各
冊
一
オ
「
秘
閣
図
書
之
章
」（
二
種
）、「
北
国
／
西
源
禅
師
／
卍
字
堂
」

（
六
・
五
糎
×
三
・
五
糎
）、
①
封
面
に
魁
星
印
あ
り 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

㊶
二
三
ウ
に
刊
記
あ
り
。 

「
武
江
書
肆
冨
野
治
左
衛
門
勝
武
／
元
禄
四
辛
未
年
二
月
廿
五
日 

寿
梓
／
京

兆
書
林
茨
城
多
左
衛
門
方
道
」 

 

前
掲
資
料
と
異
な
り
、
印
を
欠
く
。 

 
 

 

（
調
査
員
） 

  
 

一
四
二
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